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は
じ
め
に

本
年
度
（
二
〇
一
八
年
）
は
日
越
外
交
関
係
樹
立
四
五
周
年
に
あ
た
っ
て
お
り
1

、

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
両
国
に
お
い
て
そ
れ
を
記
念
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
展
開
さ
れ

て
い
る
2

。
そ
の
一
環
と
し
て
、日
本
の
国
立
公
文
書
館
と
ベ
ト
ナ
ム
の
国
家
記
録
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
局
（C ụ

c
 
V
ă
n
 
t
h ư

 
v
à
 
L ư

u
 
t
r ữ

 
n
h
à
 
n ướ

c
 
V
i ệt

 
N
a
m

）
は
、
共
同
事

業
と
し
て
、
二
〇
一
八
年
九
月
二
〇
日
か
ら
、
日
越
交
流
の
歴
史
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
紹

介
す
る
サ
イ
ト
「
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
～
き
ざ
ま
れ
た
交
流
の
軌
跡
を
た
ど
る
～
」（V

i ệt
 

N
a
m
-
N
h ật

 
B ản

:
 
L ịc

h
 
s ử

 
q
u
a
n
 
h ệ 

h ợ
p
 
t
á
c
 
q
u
a
 
t
à
i
 
l
i ệu

 
l ư

u
 
t
r ữ

）
を
開
設

し
た
3

。
八
世
紀
の
雅
楽
交
流
か
ら
始
ま
り
、
一
六
～
一
七
世
紀
の
朱
印
船
貿
易
な
ど

を
経
て
、
近
年
の
両
国
要
人
往
来
に
至
る
ま
で
、
日
越
交
流
史
を
物
語
る
資
料
が
、
日

本
側
と
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
二
三
点
ず
つ
、
合
計
四
六
点
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

た
い
へ
ん
価
値
あ
り
、
か
つ
見
ご
た
え
の
あ
る
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
展
示
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
展
示
の
第
三
章
「
近
・
現
代
の
交
流
」
の
冒
頭
で
は
、
日
本
国
立
公
文
書
館
が

所
蔵
す
る
『
越
南
亡
国
史
』4

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
5

。
本
稿
で
は
、こ
の
『
越
南
亡
国
史
』

に
つ
い
て
、
ま
ず
そ
の
刊
行
経
緯
を
記
し
、
つ
い
で
国
立
公
文
書
館
の
所
蔵
本
を
中
心

に
、そ
の
体
裁
や
内
容
な
ど
を
概
観
し
、ま
た
同
書
の
持
つ
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
　

一　

『
越
南
亡
国
史
』
の
刊
行

国
立
公
文
書
館
の
所
蔵
す
る
『
越
南
亡
国
史
』
は
、
そ
の
表
紙
で
作
者
名
に
つ
い
て

「
越
南
亡
命
客
巣
南
子
述
」
と
記
し
て
い
る
（
詳
し
く
は
本
稿
第
二
章
の
冒
頭
五
頁
を

参
照
）
。

「
巣
南
」（S

à
o
 
N
a
m

）
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
革
命
家
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
（P

h
a
n
 

B ộ
i
 
C
h
â
u

、
潘
佩
珠
、
一
八
六
七
～
一
九
四
〇
年
）
の
号
で
あ
る
。
青
年
た
ち
を
日
本

に
留
学
さ
せ
る
東ド

ン
ズ
ー遊

運
動
（P

h
o
n
g
 
t
r
à
o
 
Đ
ô
n
g
 
D
u

）
を
組
織
し
た
指
導
者
と
し
て
知

ら
れ
る
。

フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
イ
は
中
部
ベ
ト
ナ
ム
の
ゲ
ア
ン
省
ナ
ム
ダ
ン
県
で
、
貧
し
い

儒
者
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
そ
の
時
代
の
多
く
の
子
弟
と
同
様
に
、
幼
少
の
こ
ろ

か
ら
漢
文
の
古
典
書
籍
を
学
び
、
一
九
〇
〇
年
に
は
阮

グ
エ
ン

王
朝
の
主
催
す
る
ゲ
ア
ン
省
で

の
郷
試
に
合
格
し
た
。
し
か
し
、
官
界
に
出
仕
し
て
栄
達
を
目
指
す
道
を
選
ば
ず
、
フ

ラ
ン
ス
植
民
地
支
配
を
打
倒
し
て
独
立
を
目
指
す
運
動
に
身
を
投
じ
た
。

日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
日
本
か
ら
の
支
援
を
得
る
た
め
に
、
ベ
ト
ナ
ム
を
脱
出

す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
一
九
〇
五
年
初
め
、
彼
は
二
人
の
同
志
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ

ム
北
部
の
ハ
イ
フ
ォ
ン
か
ら
密
航
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
、
ま
ず
中
国
の
防
城
へ
と
脱
出

し
、
そ
こ
か
ら
香
港
、
広
州
を
経
て
、
上
海
に
至
り
、
日
本
海
海
戦
が
終
了
し
た
直
後

に
、
便
船
を
得
て
日
本
に
向
か
っ
た
。
彼
ら
は
神
戸
港
で
下
船
し
、
神
戸
駅
か
ら
東
海

道
線
の
汽
車
に
乗
っ
た
。
た
だ
し
、
終
点
の
品
川
駅
に
は
向
か
わ
ず
、
そ
の
手
前
の
横
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四

浜
駅
で
下
車
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
横
浜
の
中
華
街
に
当
時
、
中
国
の
亡
命
政
客
・

梁
啓
超
が
滞
在
し
て
い
る
こ
と
を
事
前
に
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
6

。

梁
啓
超
（
一
八
七
三
～
一
九
二
九
年
）
は
中
国
の
広
東
省
新
会
県
出
身
、
一
八
八
九

年
に
清
朝
の
主
催
す
る
郷
試
に
一
七
歳
で
合
格
。
そ
の
後
、
変
法
自
強
運
動
の
論
客

と
な
る
が
、
一
八
九
八
年
戊
戌
の
政
変
後
に
日
本
に
亡
命
、
横
浜
で
雑
誌
『
清
議
報
』
、

次
い
で
『
新
民
叢
報
』
を
編
集
、
刊
行
し
て
い
た
7

。

フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
は
す
で
に
ベ
ト
ナ
ム
の
国
内
で
、
梁
啓
超
の
冊
子
『
戊
戌

政
変
記
』
、『
中
国
魂
』
、
そ
し
て
雑
誌
『
新
民
叢
報
』
な
ど
を
読
ん
で
い
た
と
、
回
想

録
の
中
で
述
懐
し
て
い
る
8

。
ち
な
み
に
、『
新
民
叢
報
』
各
号
の
冒
頭
目
次
の
最
後

に
は
奥
付
に
該
当
す
る
記
載
が
あ
り
、
そ
の
中
で
印
刷
者
の
住
所
と
し
て
横
浜
山
下
町

の
番
地
が
明
記
さ
れ
て
い
た
9

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、日
本
の
土
を
初
め
て
踏
ん
だ
チ
ャ

ウ
た
ち
は
、
ま
ず
横
浜
在
住
の
梁
啓
超
を
頼
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
最
初
の
回
想
録
「
獄
中

記
」
1 0

は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
―
―
当
時
、
横
浜
で
『
新
民
叢
報
』
を
主
宰
す
る
梁

啓
超
は
、
日
本
滞
在
が
長
く
日
本
の
事
情
に
通
じ
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
ま
ず

彼
に
会
っ
て
日
本
人
を
紹
介
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
た
。
梁
と
は
ま
だ
会
っ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
が
、「
落
地
一
声
哭
即
已
相
知
、
読
書
十
年
眼
遂
成
通
家
、
以
此
為
相
求
之

根
柢
」（
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
一
声
泣
け
ば
、
す
で
に
知
り
合
い
で
す
。
ま
し
て
私
は

一
〇
年
間
先
生
の
書
物
を
読
み
続
け
、
今
で
は
先
生
と
心
が
通
じ
合
っ
て
い
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
先
生
に
面
会
を
求
め
る
ゆ
え
ん
で
す
）
と
記
し
た
書
簡
を
送
っ
た
。
そ

の
結
果
、
梁
は
チ
ャ
ウ
と
の
面
談
に
応
じ
た
1 1

。

フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
晩
年
の
回
想
録
「
自
判
」
は
、
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て

い
る
。
―
―
書
を
も
っ
て
梁
啓
超
先
生
に
自
己
紹
介
し
た
。
そ
の
書
状
の
中
で
、「
落

地
一
声
哭
、
即
已
相
知
、
読
書
十
年
眼
、
遂
成
通
家
」
云
々
と
記
し
た
。
梁
は
こ
の
書

を
読
ん
で
大
い
に
感
動
し
、
私
と
面
談
し
た
。
挨
拶
の
言
葉
は
［
同
行
の
］
曾
公
1 2

が

通
訳
し
た
が
、
心
事
の
談
（
心
の
中
に
抱
く
考
え
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
）
は
、
多
く

「
筆
話
」
を
用
い
た
。
梁
公
は
詳
し
い
話
を
聞
き
た
い
と
望
ん
で
、
翌
日
再
会
す
る
こ

と
を
約
束
し
た
1 3

。

他
方
、
梁
啓
超
は
チ
ャ
ウ
と
の
最
初
の
面
談
の
経
緯
を
記
し
た
一
文
を
、
ま
ず
『
新

民
叢
報
』
第
六
七
号
に
「
記
越
南
亡
人
之
言
」
と
し
て
掲
載
し
1 4

、後
に
『
越
南
亡
国
史
』

の
最
初
に
「
越
南
亡
国
史
前
録
」
と
し
て
再
録
し
た
1 5

。
そ
の
冒
頭
で
、
梁
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
―
―
某
年
某
月
某
日
、
主
人
［
梁
を
指
す
］
が
部
屋
に
ど
っ
か
り

と
座
し
て
有
賀
長
雄
氏
の
『
満
州
委
任
統
治
論
』
を
読
ん
で
い
る
と
、
忽
然
と
□
□
□

□
1 6

と
い
う
中
国
式
名
刺
を
携
え
た
者
が
訪
ね
て
き
た
。
来
謁
者
は
自
己
紹
介
の
書
状

も
携
え
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。「
吾
儕
亡
人
、
南
海
遺
族
。

日
與
豺
狼
鷹
彘
為
命
。
毎
磨
眼
望
天
、抜
剣
斫
地
、輙
鬱
鬱
格
格
、不
欲
生
噫
吾
且
死
矣
。

吾
不
知
有
生
人
之
赴
矣
」（
私
ど
も
亡
命
者
は
南
海
の
遺
民
で
す
。
日
々
、
山
犬
や
狼
、

鷹
、
猪
と
命
を
か
け
て
争
い
、
い
つ
も
目
を
こ
ら
し
て
天
を
仰
ぎ
、
剣
を
抜
い
て
大
地

に
斬
り
つ
け
、そ
の
た
び
ご
と
に
鬱
屈
と
し
て
、生
き
る
意
欲
を
失
い
死
に
た
い
と
思
っ

て
き
ま
し
た
。
私
ど
も
が
生
き
て
い
る
の
か
さ
え
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
あ
り
さ
ま
で

す
）
。
続
け
て
、「
吾
必
一
見
此
人
而
後
死
矣
、
吾
不
知
有
生
人
之
趣
矣
」（
私
ど
も
は

あ
な
た
に
是
非
と
も
一
度
お
会
い
し
た
い
。
お
会
い
し
て
か
ら
死
ぬ
の
で
あ
れ
ば
悔
や

む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。
さ
ら
に
、「
落
地
一
声
哭
即
已
相
知
、
読
書
十
年
眼
遂
成
通

家
」［
前
掲
の
チ
ャ
ウ
の
回
想
録
に
お
け
る
引
用
と
同
じ
だ
が
、
敢
え
て
繰
り
返
せ
ば

意
味
は
次
の
と
お
り:

 

こ
の
世
に
生
ま
れ
て
一
声
泣
け
ば
、
す
で
に
知
り
合
い
で
す
。

ま
し
て
私
は
一
〇
年
間
先
生
の
書
物
を
読
み
続
け
、
今
で
は
先
生
と
心
が
通
じ
合
っ
て

い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
］
。
そ
し
て
、「
援
此
義
以
自
信
其
無
因
至
前
之
不
為
唐
突
也
」

（
以
上
の
よ
う
な
し
だ
い
で
、
格
別
の
因
縁
も
な
く
お
訪
ね
し
た
こ
と
を
、
唐
突
な
こ

と
と
は
お
考
え
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
信
じ
て
お
り
ま
す
）
と
続
け
る
。

―
―
以
上
の
よ
う
な
名
刺
と
書
状
を
見
た
梁
は
、
気
を
引
き
締
め
て
客
の
待
つ
部
屋
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五

に
入
っ
た
。
客
は
従
者
を
一
人
伴
っ
て
お
り
1 7

、
そ
の
従
者
は
両
粤
（
広
東
と
広
西
）

に
二
十
年
ほ
ど
滞
在
し
て
い
た
の
で
、
粤
語
（
広
東
語
）
を
わ
ず
か
な
が
ら
話
し
た
。

客
は
容
貌
こ
そ
憔
悴
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
中
に
俊
偉
の
態
を
含
み
（
機
敏
で
堂
々

と
し
て
お
り
）
、
一
見
し
て
異
人
（
す
ぐ
れ
た
人
物
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

―
―
お
互
い
に
「
筆
談
」
す
る
こ
と
数
時
間
に
及
ん
だ
が
、
周
囲
が
雑
然
と
し
て
お

り
、
十
分
に
言
葉
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
珍
し
い
客
が
来

訪
し
て
い
る
と
聞
き
つ
け
て
、
梁
の
門
弟
た
ち
十
数
人
が
、
周
囲
に
座
り
込
ん
だ
か
ら

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
後
日
再
会
す
る
こ
と
を
約
し
て
、
客
は
帰
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
二

日
後
に
、
横
浜
の
山
の
手
に
あ
る
、
太
平
洋
［
実
際
に
は
東
京
湾
］
を
臨
む
小
さ
な
酒

楼
で
、
両
者
は
再
度
会
談
し
た
1 8

。

た
だ
し
、
チ
ャ
ウ
の
回
想
録
「
獄
中
記
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
会
談
の
み
で
は
十

分
意
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、「
越
南
亡
国
史
」
の
草
稿
を
記
し
て
梁

に
渡
し
た
。
梁
は
そ
れ
を
印
刷
出
版
に
付
し
た
1 9

。

ま
た
、
チ
ャ
ウ
の
今
ひ
と
つ
の
回
想
録
「
自
判
」
は
、
次
の
よ
う
に
述
懐
す
る
。
―

―
［
梁
の
紹
介
に
よ
っ
て
チ
ャ
ウ
が
東
京
で
犬
養
毅
や
大
隈
重
信
な
ど
と
面
談
し
た
後

の
某
日
］
梁
が
私
を
招
い
た
の
で
訪
問
す
る
と
、
今
後
の
方
針
と
し
て
、
第
一
に
、
ベ

ト
ナ
ム
の
惨
状
と
フ
ラ
ン
ス
の
陰
謀
を
痛
切
に
記
し
た
文
章
を
執
筆
し
て
世
界
の
世
論

に
訴
え
る
こ
と
、
第
二
に
、
書
物
の
印
刷
が
終
わ
っ
た
ら
チ
ャ
ウ
自
身
が
そ
れ
を
携
え

て
ベ
ト
ナ
ム
に
一
時
帰
国
し
、
ベ
ト
ナ
ム
青
年
た
ち
に
日
本
遊
学
を
鼓
舞
す
る
こ
と
を

助
言
し
た
。
チ
ャ
ウ
は
そ
の
言
葉
に
従
っ
て
「
越
南
亡
国
史
」
を
書
き
上
げ
て
梁
に
示

し
、
出
版
す
る
こ
と
を
請
う
た
。
梁
は
そ
れ
に
同
意
し
た
2 0

。

国
立
公
文
書
館
の
所
蔵
す
る
『
越
南
亡
国
史
』
の
奥
付
は
、
朱
色
の
活
字
体
で
、
以

下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
光
緒
三
十
一
年
九
月
十
一
日
印
刷

　

同　
　
　
　
　
　

十
五
日
発
行

　

定
価
［
金
額
の
上
に
日
比
谷
図
書
館
の
蔵
書
朱
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
読
み
取
れ
な

い
］

　

編
者　

新
民
叢
報
社
社
員

　
　
　

上
海
棋
盤
街
中
市

　

総
発
行
所　

広
智
書
局

　
　
　

上
海
棋
盤
街
中
市

　

印
刷
所　

広
智
書
局
活
版
部

　

寄
售
処　

内
地
各
書
坊

　
　
　
　
　

横
浜
新
民
社

　
　
　
　
　

東
京
中
国
書
林
」

以
上
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
上
海
の
広
智
書
局
で
印
刷
発
行
さ
れ
、
中
国
各
地
の
書
店
、

そ
し
て
横
浜
の
新
民
叢
報
社
や
東
京
の
中
国
書
林
で
委
託
販
売
さ
れ
た
2 1

。

　
　

二　

『
越
南
亡
国
史
』
の
体
裁

国
立
公
文
書
館
の
所
蔵
す
る
『
越
南
亡
国
史
』
は
、
縦
二
二
㎝
、
横
一
五
㎝
の
小
冊

子
で
あ
る
2 2

。

そ
の
構
成
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
2 3

。

最
初
の
表
紙
は
黒
の
筆
記
体
で
次
の
よ
う
に
記
す
。

「
越
南
亡
命
客
巣
南
子
述　

　

越
南
亡
国
史

　
　

附　

越
南
小
志　

新
民
社
員
編

　
　

通
俗
時
局
鑑
第
三
種
」

次
の
中
表
紙
は
、
朱
色
の
筆
記
体
で
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
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「
越
南
亡
国
史

　
　

附　

越
南
小
志　

新
民
社
員
編
」

そ
の
裏
に
は
、
朱
色
の
活
字
体
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
お
り
、
こ
れ
が
初
版
本
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
広
智
書
局
第
一
次
印
行
本
」

次
の
頁
に
は
、
上
欄
に
横
書
き
で
、
次
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
い
て
る
（
朱

色
の
活
字
体
）
。

「
通
俗
時
局
鑑
発
印
縁
起
」
2 4

そ
の
下
に
縦
書
き
の
朱
色
の
活
字
体
で
、「
通
俗
時
局
鑑
」
シ
リ
ー
ズ
を
刊
行
す
る

趣
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
時
局
の
危
急
を
知
っ
て
い
る
と
皆
が
言
う
が
、
し
か
し
そ

の
真
実
を
知
る
者
は
わ
ず
か
で
あ
る
」
、「
そ
の
真
相
を
知
る
の
は
、
国
民
の
義
務
で
あ

る
」
云
々
。
文
責
は
「
上
海
広
智
書
局
編
輯
部
識
」
で
あ
る
。

そ
の
裏
の
頁
（
こ
こ
か
ら
頁
数
が
入
り
四
と
記
す
）
に
は
、
や
は
り
朱
色
の
活
字
体

で
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
一
覧
が
載
る
。

「
第
一
種　

中
国
国
債
史　
　
　
　
　

飲
冰
室
主
人
著　
　
　
　

定
価　

弐
角

　

第
二
種　

日
俄
戦
後
満
洲
処
分
案　

新
民
叢
報
社
社
員
編　
　

定
価　

三
角
五
分

　

第
三
種　

越
南
亡
国
史　
　
　
　
　

越
南
亡
命
客
巣
南
子
述　

定
価　

二
角
半

　

第
四
種　

中
国
鉄
路
史　
　
　
　
　

飲
冰
室
主
人
著　
　
　
　

近
刊

　

第
五
種　

勢
力
範
囲
解　
　
　
　
　

披
髪
生
著　
　
　
　
　
　

近
刊

　

第
六
種　

朝
鮮
及
西
蔵　
　
　
　
　

飲
冰
室
主
人
著　
　
　
　

近
刊

　

第
七
種　

以
下
題
未
定
」

以
上
よ
り
し
て
、『
越
南
亡
国
史
』
が
シ
リ
ー
ズ
三
番
目
の
書
物
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
こ
と
が
判
明
す
る
。
な
お
、
シ
リ
ー
ズ
中
に
見
え
る
作
者
名
「
飲
冰
室
主
人
」
は
、

梁
啓
超
の
号
で
あ
る
。

次
の
五
頁
目
に
、
や
は
り
朱
色
の
活
字
体
で
、「
叙
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
最
近
一

人
の
越
南
亡
命
客
と
接
触
を
も
ち
、
そ
の
語
る
と
こ
ろ
を
聞
き
、
自
分
は
涙
が
と
ま
ら

な
く
な
っ
た
」
云
々
。
文
末
に
「
乙
巳
九
月　

飲
冰
識
」
と
あ
り
、
一
九
〇
五
年
陰
暦

九
月
に
梁
啓
超
が
記
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
な
お
、
平
凡
社
刊
の
邦
訳
で
は
、
こ
こ
ま

で
の
部
分
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
頁
を
繰
る
と
、
黒
の
活
字
体
で
「
越
南
亡
国
史
前
録
（
記
越
南
亡
人
之
言
）
」

が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
頁
一
か
ら
一
一
ま
で
で
あ
る
。
平
凡
社
刊
の「
越
南
亡
国
史
」は
、

こ
の
部
分
か
ら
の
邦
訳
を
、「
は
じ
め
に
」
と
の
小
見
出
し
を
付
し
て
収
録
し
て
い
る
。

本
稿
四
～
五
頁
に
示
し
た
「
某
年
某
月
某
日
」
で
始
ま
る
文
章
以
下
の
部
分
が
、
そ
の

前
半
部
分
で
あ
る
（
な
お
、
そ
れ
に
続
く
、
小
酒
楼
で
の
面
談
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

は
、
本
稿
七
～
八
頁
に
後
述
す
る
）
2 5

。

「
前
録
」
が
終
わ
る
と
、
次
の
頁
か
ら
黒
の
活
字
体
で
、「
越
南
亡
国
史
」
の
本
文

が
始
ま
る
。
頁
は
改
め
て
一
か
ら
振
り
直
さ
れ
て
い
る
。

本
文
一
頁
の
冒
頭
に
あ
る
タ
イ
ト
ル
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
通
俗
時
局
鑑
第
三
種　

越
南
亡
国
史

　
　
　

広
智
編
集
部　

纂

　
　
　

越
南
亡
命
客
巣
南
子
述
」

本
文
の
一
頁
目
は
、
作
者
の
思
い
を
述
べ
た
前
書
き
に
あ
た
る
部
分
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
部
分
は
、
平
凡
社
刊
の
邦
訳
本
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
―
―
「
無
国
の

人
」
が
国
事
を
述
べ
る
の
は
、
痛
恨
な
こ
と
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
文
を
草
す
る
。
飲

冰
室
主
人
は
、「
あ
あ
、
我
々
と
あ
な
た
は
同
病
で
あ
る
。
且
つ
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
人

は
越
南
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
嫌
が
ら
せ
を
し
て
い
る
が
、
世
界
の
人
は
そ
れ
を
知
ら

な
い
。
あ
な
た
が
述
べ
る
こ
と
を
、
私
が
世
間
に
広
め
た
い
」
、
云
々
と
語
っ
た
。

次
い
で
、
本
文
一
頁
の
最
終
行
か
ら
「
一　

越
南
亡
国
原
因
及
事
実
」
の
章
が
始
ま

る
。
そ
の
最
初
の
部
分
の
概
要
は
、
本
稿
八
頁
に
紹
介
す
る
。

以
下
、
九
頁
の
冒
頭
か
ら
「
二　

国
亡
時
志
士
小
伝
」
の
章
、
一
八
頁
の
中
途
か
ら
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「
三　

法
人
困
弱
愚
瞥
越
南
之
情
状
」
の
章
、
そ
し
て
四
一
頁
の
冒
頭
か
ら
「
四　

越

南
之
将
来
」
の
章
が
五
〇
頁
ま
で
続
く
。
そ
の
概
要
は
、本
稿
八
～
九
頁
に
紹
介
す
る
。

な
お
、
こ
の
本
文
の
一
章
か
ら
四
章
ま
で
は
、
平
凡
社
刊
に
全
文
訳
出
さ
れ
て
い
る
の

で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

次
に
、
附
録
と
し
て
「
越
南
小
志　

新
民
叢
報
社
社
員
編
」
が
、
五
一
頁
目
か
ら

七
二
頁
ま
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
五
章
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
各
章
の
タ
イ
ト

ル
及
び
掲
載
頁
を
、
以
下
に
示
す
。

一　

地
志
（
五
一
～
五
三
）

二　

建
国
沿
革
及
與
我
国
交
渉
（
五
三
～
五
七
）

三　

與
法
国
之
交
渉
（
五
七
～
六
三
）

四　

法
国
之
越
南
（
六
三
～
六
六
）

五　

法
国
越
南
攻
略
與
中
国
之
関
係
（
六
六
～
七
二
）

以
上
「
越
南
小
志
」
各
章
の
概
要
は
、
本
稿
九
～
十
頁
に
紹
介
す
る
。
な
お
、
こ
の

「
越
南
小
志
」
は
平
凡
社
刊
の
邦
訳
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

見
開
き
の
次
の
頁
に
同
書
の
奥
付
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
本
稿
第
一
章
の
末
尾
（
五
頁
）
に
引
用
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

さ
ら
に
、
奥
付
の
裏
の
頁
に
は
、
上
半
分
に
同
一
シ
リ
ー
ズ
の
既
刊
書
『
中
国
国
債

史
』
の
案
内
文
、
下
半
分
に
『
日
俄
戦
後
満
洲
処
分
案
』
の
案
内
文
が
、
朱
色
の
活
字

体
で
記
さ
れ
て
い
る
。

最
後
の
裏
表
紙
に
は
、
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

三　

『
越
南
亡
国
史
』
の
内
容

　
次
に
、『
越
南
亡
国
史
』
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
な
お
、
前
述
の
と
お
り
、

同
書
の
「
前
録
」
、
な
ら
び
に
（
「
叙
」
を
除
く
）
本
文
に
つ
い
て
は
、
平
凡
社
刊
に
全

訳
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
越
南
亡
国
史
前
録
」
は
、
前
述
の
と
お
り
、
横
浜
で
の
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ

ウ
と
の
会
談
内
容
を
、
梁
啓
超
が
「
記
越
南
亡
人
之
言
」
と
題
し
て
『
新
民
叢
報
』
第

六
七
号
に
掲
載
し
た
記
事
を
再
録
し
た
も
の
で
、
梁
と
チ
ャ
ウ
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
問

答
を
、
梁
が
纏
め
た
形
を
取
っ
て
い
る
。

そ
の
冒
頭
の
面
談
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
稿
四
～
五
頁
に
紹
介
し
た

の
で
、
以
下
に
は
、
横
浜
の
小
酒
楼
で
再
会
し
た
時
の
両
者
の
問
答
の
部
分
か
ら
、
紹

介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
―
―
ま
ず
、
渡
日
に
至
る
経
緯
を
梁
が
聞
く
と
、
チ
ャ
ウ
は

旅
券
を
請
求
し
て
も
許
可
を
得
ら
れ
な
い
の
で
、
妻
子
に
累
が
及
ば
な
い
よ
う
に
、
片

田
舎
の
農
民
に
預
け
て
か
ら
、
中
国
商
人
の
雇
い
人
に
変
装
し
て
脱
出
し
た
と
答
え

た
。
チ
ャ
ウ
は
次
い
で
、
懐
中
か
ら
フ
エ
の
皇
子
・
畿
外
侯
2 6

が
当
局
に
提
出
し
た
旅

券
申
請
書
を
取
り
出
し
て
梁
に
示
し
た
。
そ
の
申
請
書
が
当
局
に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
た

こ
と
を
知
る
と
、
梁
は
ベ
ト
ナ
ム
の
「
貴
族
の
末
路
」
を
嘆
息
し
、
チ
ャ
ウ
も
ま
た
涙

を
流
し
て
、
筆
談
の
紙
が
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

続
い
て
、
チ
ャ
ウ
は
梁
の
問
い
に
答
え
る
形
で
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
る
。
―
―
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
の
朝
廷
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
傀
儡
と
な
っ
て
い
る
。

国
内
で
抵
抗
の
志
を
持
つ
者
た
ち
は
か
な
り
の
数
に
上
る
が
、
各
地
に
雌
伏
し
て
い

る
の
み
で
あ
る
。
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
追
従
す
る
裏
切
り
者
た
ち
は
、
自
分
た
ち

が
搾
取
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
の
面
積
は
日
本
と
同

じ
程
度
で
あ
り
、
人
口
も
日
本
に
比
べ
て
少
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
国
民
を
よ

く
安
ん
じ
て
活
用
す
る
よ
う
な
立
派
な
人
物
が
い
れ
ば
、
天
下
を
制
覇
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
2 7

。
ベ
ト
ナ
ム
に
駐
屯
す
る
フ
ラ
ン
ス
兵
は
五
千
人
足
ら
ず
、
他
方
、
彼

ら
に
仕
え
る
ベ
ト
ナ
ム
兵
は
四
十
万
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
苛
酷
な
弾
圧
の
前
に
、
皆

忍
従
す
る
の
み
で
あ
る
。
国
内
で
結
社
を
組
織
し
て
祖
国
回
復
を
図
ろ
う
と
す
る
者
も
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少
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
人
頭
税
を
初
め
各
種
の
許
可
税
、
物

産
税
を
課
し
、
塩
の
専
売
制
度
を
導
入
す
る
な
ど
、
そ
の
搾
取
は
苛
酷
を
き
わ
め
て
い

る
。
フ
ラ
ン
ス
人
は
ベ
ト
ナ
ム
人
を
苦
し
め
、ま
た
愚
か
な
ま
ま
に
留
ま
ら
せ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
早
晩
、
ベ
ト
ナ
ム
の
民
族
が
絶
滅
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
問
答
に
続
け
て
、
梁
は
今
日
の
欧
州
列
強
が
全
世
界
で
我
が
物
顔
に
振
舞
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
中
で
も
ベ
ト
ナ
ム
の
惨
状
は
き
わ
だ
っ
て

い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
現
況
と
比
較
す
れ
ば
、
日
本
の
統
治
下
に
あ
る
「
台
湾
人
は
天
国

に
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」（
た
だ
し
、
日
本
の
朝
鮮
に
対
す
る
取
り
扱
い
は
、
第

二
の
ベ
ト
ナ
ム
の
ご
と
き
状
況
を
呈
し
つ
つ
あ
る
）
。

「
前
録
」の
末
尾
は
、次
の
よ
う
な
梁
の
言
葉
で
結
ば
れ
て
い
る
。―
―
今
日
よ
り
後
、

人
類
世
界
の
進
化
が
新
た
に
展
開
さ
れ
て
い
け
ば
、
現
在
の
欧
州
人
に
よ
る
「
偽
文
明
」

が
横
行
し
て
人
々
を
苦
し
め
続
け
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
は

ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
の
心
を
知
る
に
つ
け
、
ま
た
彼
ら
の
能
力
を
知
る
に
つ
け
、
そ
の
こ

と
を
信
じ
た
い
。

次
に
、「
越
南
亡
国
史
」
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
二
章
に
言
及
し
た
よ
う
に
、

前
書
き
に
あ
た
る
短
い
記
述
（
そ
れ
に
は
小
見
出
し
が
付
さ
れ
て
い
な
い
）
に
続
け
て
、

一
か
ら
四
の
章
に
分
か
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、「
一　

越
南
亡
国
原
因
及
事
実
」
の
章
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
［
よ
り
正
確

に
は
キ
ン
族
］
の
歴
史
に
簡
単
に
触
れ
る
。
―
―
中
華
帝
国
の
支
配
か
ら
自
立
し
、
ま

た
南
の
林
邑
、
占
城
［
現
在
の
中
部
ベ
ト
ナ
ム
に
存
在
し
た
独
立
王
国
チ
ャ
ン
パ
］
を

併
合
し
、
真
臘
の
地
［
現
在
の
南
部
ベ
ト
ナ
ム
］
や
高
蛮
［
カ
ン
ボ
ジ
ア
］
、
万
象
［
ラ

オ
ス
］
を
鎮
撫
し
、
一
時
は
国
力
が
強
大
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
［
暗
に
阮
朝

時
代
を
指
す
］
人
々
は
怠
惰
と
な
っ
て
国
力
も
衰
退
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
つ
け
こ
ま
れ

て
、
そ
の
侵
略
を
許
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
立
ち
上
が
っ
た
義
兵
た
ち
の
抵
抗
も

敗
退
し
た
。

「
二　

国
亡
時
志
士
小
伝
」
の
章
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
侵
略
に
立
ち
上
が
っ
た
志
士

た
ち
［
義
兵
の
指
導
者
た
ち
］
一
七
名
の
小
史
を
綴
る
。
各
人
の
武
装
決
起
と
敗
退
の

経
緯
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
最
後
に
取
り
上
げ
る
潘
廷
逢
2 8

に
つ

い
て
は
、か
な
り
の
頁
を
割
い
て
い
る
。
そ
し
て
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
章
を
終
え
る
。

―
― 

一
八
九
五
年
に
潘
廷
逢
［
フ
ァ
ン
・
デ
ィ
ン
・
フ
ン
］
が
病
死
す
る
と
、
義
党

の
抵
抗
も
壊
滅
し
、
ベ
ト
ナ
ム
全
土
が
フ
ラ
ン
ス
人
に
よ
っ
て
平
定
さ
れ
た
。
そ
れ
よ

り
こ
の
か
た
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
悪
辣
な
手
段
を
弄
し
て
ベ
ト
ナ
ム
を
経
営
し
始
め
た
の

で
あ
る
。

「
三　

法
人
困
弱
愚
瞥
越
南
之
情
状
」
の
章
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
支

配
の
実
情
が
具
体
例
を
も
っ
て
語
ら
れ
る
。
―
―
国
王
は
存
続
こ
そ
許
さ
れ
て
は
い
る

が
、
ま
っ
た
く
実
権
を
失
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
言
う
が
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
は
「
保
護
」
の
二
字
を
も
っ
て
世
界
の
列
強
を
欺
い
て
い
る
［
フ
ラ

ン
ス
は
ベ
ト
ナ
ム
朝
廷
を
保
護
す
る
と
の
建
前
を
取
る
が
、
そ
れ
は
世
間
を
欺
く
た
め

の
方
便
に
す
ぎ
な
い
］
。

―
―
抵
抗
す
る
者
た
ち
を
容
赦
な
く
弾
圧
し
、
他
方
で
は
追
従
す
る
者
た
ち
を
取
り

立
て
て
い
る
。
民
に
は
種
々
の
税
金
を
課
し
て
い
る
。

こ
こ
で
チ
ャ
ウ
が
具
体
的
に
例
示
す
る
税
金
は
、
田
畑
之
税
、
人
口
税
［
人
頭
税
］
、

屋
居
之
税
［
家
屋
税
］
、
渡
頭
之
税
［
河
の
渡
し
場
で
課
せ
ら
れ
る
］
、
生
死
之
税
［
生

死
を
届
け
出
る
と
き
に
支
払
う
］
、
契
券
之
税
［
不
動
産
売
買
の
契
約
書
に
証
明
印
を

受
け
る
た
め
に
支
払
う
］
、
船
戸
之
税
［
持
ち
船
に
課
さ
れ
る
］
、
人
事
之
雑
税
［
冠
婚

葬
祭
の
許
可
を
得
る
た
め
に
支
払
う
］
、
商
売
之
税
［
商
品
に
課
さ
れ
る
］
、
市
廛
之
税

［
市
場
な
ら
び
に
出
店
者
に
課
さ
れ
る
］
、
塩
酒
之
税
、
殿
寺
之
税
［
寺
社
に
課
さ
れ

る
］
、
工
芸
之
税
［
手
工
業
者
に
課
せ
ら
れ
る
］
、
地
産
之
税
［
各
地
の
特
産
物
に
課
さ

れ
る
］
、
種
煙
田
之
税
［
煙
草
栽
培
地
に
課
さ
れ
る
］
、
生
煙
之
税
［
収
穫
、
加
工
さ
れ

た
煙
草
に
課
さ
れ
る
］
、
熟
煙
之
税
［
煙
草
を
買
い
取
っ
た
商
人
に
課
さ
れ
る
］
、
公
局
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煙
税
［
煙
草
の
卸
業
者
に
課
せ
ら
れ
る
］
、
私
局
煙
税
［
煙
草
の
小
売
業
者
に
課
せ
ら

れ
る
］
の
一
九
種
に
上
る
。

さ
ら
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
慨
嘆
す
る
。
―
―
フ
ラ
ン
ス
人
は
協
力
す
る
有
力
者
た
ち

に
「
英
豪
会
」
を
組
織
さ
せ
、
ま
た
「
密
魔
邪
」（
フ
ラ
ン
ス
の
巡
警
隊
の
隠
名
）
を

駆
使
し
て
、
人
々
を
搾
取
し
弾
圧
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
各
都
市
に
妓
楼

を
設
け
て
娼
妓
税
を
課
し
、
哀
れ
な
女
性
た
ち
を
苦
し
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ベ
ト
ナ

ム
人
を
愚
民
化
す
る
た
め
に
、
官
吏
登
用
試
験
を
形
骸
化
し
、
人
々
が
外
国
人
と
折
衝

し
各
国
の
言
語
を
学
ぶ
の
を
禁
止
し
、
そ
し
て
御
用
新
聞
を
通
じ
て
フ
ラ
ン
ス
の
保
護

政
策
を
援
護
す
る
記
事
を
書
か
せ
た
り
し
て
い
る
。

「
四　

越
南
之
将
来
」
の
章
は
、
梁
啓
超
が
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
と
の
問
答
を

纏
め
る
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
の
苦
境
に
つ
い
て
聞

い
て
き
た
梁
は
憤
然
と
し
て
、「
果
た
し
て
ベ
ト
ナ
ム
は
も
う
滅
ん
で
し
ま
う
の
で
あ

ろ
う
か
」
と
問
い
か
け
る
。
こ
れ
に
対
し
て
チ
ャ
ウ
は
次
の
よ
う
に
応
じ
た
。
―
―
も

し
も
人
々
の
心
構
え
さ
え
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
亡
び
る
か
否
か
は
ま
だ
測
り
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し
も
ベ
ト
ナ
ム
人
の
心
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
ど
う
し
て

滅
ぶ
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
云
々
。

以
上
の
本
文
に
続
い
て
、「
附
録
」と
し
て
「
越
南
小
志
」が
付
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
言
葉
を
纏
め
た
も
の
で
は
な
く
、「
新
民
叢
報
社

社
員
」
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
人
読
者
を
想
定
し
、
い
わ
ば
予
備
知
識
と
し

て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
地
理
、
歴
史
、
現
状
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
概
要
は
、
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
一　

地
志
」
は
、冒
頭
で
ベ
ト
ナ
ム
の
地
理
的
位
置
（
ア
ジ
ア
の
中
央
に
あ
っ
て
、

北
は
中
国
の
広
東
、
広
西
、
雲
南
の
三
省
、
西
は
ラ
オ
ス
と
隣
接
し
、
東
は
東ト

ン
キ
ン京

湾
に

面
す
る
）
、
地
勢
（
西
北
に
山
嶺
多
く
、
沿
海
に
平
野
が
多
い
、
国
土
は
南
北
に
細
長
く
、

東
西
の
距
離
は
短
い
）
、
面
積
（
二
十
四
万
五
千
方
里
余
り
）
、
人
口
（
約
二
千
万
）
を

示
し
、
土
地
は
肥
沃
で
物
産
が
豊
か
で
あ
る
と
記
す
。

次
に
、フ
ラ
ン
ス
支
配
下
で
「
東ト

ン
キ
ン京

」（T
o
n
k
i
n

）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
北

圻
」
一
六
省
、「
安
南
」（A

n
n
a
n

）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
中
部
ベ
ト
ナ
ム
九
省
、

交
趾
（C

o
c
h
i
n
-
C
h
i
n
a

）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
南
部
ベ
ト
ナ
ム
六
省
の
名
称
を

列
挙
す
る
。
そ
し
て
、
地
方
制
度
に
つ
い
て
、
古
く
か
ら
中
国
の
制
度
と
さ
ほ
ど
異
る

と
こ
ろ
は
な
い
と
述
べ
る
。
最
後
に
、
再
び
地
形
に
つ
い
て
、
紅
河
と
メ
コ
ン
河
が
形

成
す
る
南
北
の
二
大
デ
ル
タ
に
言
及
し
、
ま
た
国
際
河
川
と
し
て
の
メ
コ
ン
河
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
す
る
。

「
二　

建
国
沿
革
及
與
我
国
交
渉
」
は
、
当
初
は
朝
貢
制
度
を
通
じ
て
、
そ
の
後
に

は
中
華
帝
国
の
版
図
と
し
て
、
中
国
諸
王
朝
が
ベ
ト
ナ
ム
に
郡
県
を
置
い
た
こ
と
［
年

代
に
よ
っ
て
名
称
や
区
分
が
異
な
る
］
、
次
い
で
五
代
十
国
時
代
か
ら
安
南
の
自
立
が

始
ま
り
、
独
立
王
朝
と
し
て
丁
朝
、
前
黎
朝
、
李
朝
、
陳
朝
、
後
黎
朝
、
莫
朝
、
阮
朝

［
一
八
世
紀
末
タ
イ
ソ
ン
蜂
起
で
全
国
を
平
定
し
た
グ
エ
ン
氏
の
王
朝
］
、
舊
阮
朝
［
フ

エ
を
王
都
と
し
て
ザ
ー
ロ
ン
が
一
八
〇
二
年
に
開
設
し
た
グ
エ
ン
朝
］
に
つ
い
て
、
中

国
と
の
朝
貢
・
冊
封
関
係
や
交
戦
を
織
り
交
ぜ
つ
つ
概
説
す
る
。

「
三　

與
法
国
之
交
渉
」
は
、
一
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
や
フ
ラ
ン
ス
使
節

の
接
触
な
ど
か
ら
筆
を
起
こ
し
、
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
の
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム

攻
略
の
経
緯
を
、
主
要
事
件
の
発
生
年
を
提
示
し
つ
つ
概
説
す
る
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン

ス
が
阮
朝
廷
と
フ
エ
で
調
印
し
た
一
八
八
四
年
の
保
護
条
約
に
対
し
て
中
国
が
反
発
し

て
清
仏
戦
争
が
勃
発
、
天
津
条
約
に
よ
っ
て
中
国
が
数
千
年
来
有
し
て
い
た
権
利
を
一

切
放
棄
し
、
か
く
し
て
安
南
は
正
式
に
フ
ラ
ン
ス
と
「
再
醮
」（
再
婚
）
す
る
に
至
っ

た
と
結
ぶ
。

「
四　

法
国
之
越
南
」
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
印
度
支
那
総
督
の
下
に
、
交
趾

（C
o
h
i
n
-
C
h
n
a
 
[

マ
マ]

）
と
東
京
（T

o
n
k
i
n

）
を
「
領
地
」
、
安
南
（A

n
n
a
n
r
 
[

マ

マ]

）
、
柬
埔
寨
（C

a
m
b
o
d
j
a
 
[

マ
マ]

）
、
老
檛
（N

a
o
s
 
[

マ
マ]

）
を
「
保
護
地
」
、
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一
〇

[
カ
ン
ボ
ジ
ア
の]

 

比
索
（B

a
s
s
a
c

）
省
、
米
克
利
（M

e
l
u
q
r
e
y

）
省
［
不
詳
］
、
大

湖
（B

i
a
n
-
h
o

）
2 9

西
沿
岸
地
方
を
「
勢
力
地
」
と
し
て
編
入
し
た
と
述
べ
3 0

、
そ
れ

ぞ
れ
の
面
積
、
人
口
、
人
種
、
宗
教
、
兵
員
数
を
示
す
。
そ
の
う
ち
、
フ
ラ
ン
ス
が
最

も
勢
力
を
張
る
の
は
、
交

コ
ー
チ
シ
ナ

趾
、
次
い
で
東ト

ン
キ
ン京

で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、

内
政
の
「
惨
状
」
は
、
巣
南
子
が
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
と

述
べ
る
。

「
五　

法
国
越
南
攻
略
與
中
国
之
関
係
」
は
、
冒
頭
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
前
首
相
が
議

会
で
「
我
が
国
は
支
那
に
至
る
ル
ー
ト
を
欲
し
た
が
ゆ
え
に
、
東ト

ン
キ
ン京

を
占
領
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
」
と
言
明
し
た
と
す
る
。
事
実
、
サ
イ
ゴ
ン
に
代
わ
っ
て
［
中
国
に
地
理

的
に
近
い
］
ハ
ノ
イ
を
イ
ン
ド
シ
ナ
統
治
の
中
心
地
と
し
、
ハ
ノ
イ
か
ら
紅
河
沿
い
に

雲
南
へ
と
至
る
鉄
道
を
敷
設
し
、
ま
た
海
路
欽
州
の
北
海
港
や
海
南
島
の
海
口
、
フ
ラ

ン
ス
の
新
租
借
地
広
州
湾
、
香
港
な
ど
へ
と
至
る
た
め
に
ハ
イ
フ
ォ
ン
港
を
開
い
た
、

云
々
と
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、
一
八
九
七
年
と
一
八
九
八
年
に
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
が
決
定
し
た
二
種
類

の
鉄
道
敷
設
計
画
を
示
し
、
中
国
へ
と
進
入
す
る
た
め
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
企
み
に
警
戒

感
を
表
明
す
る
。

　
　

四　

漢
字
文
化
の
共
有

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、『
越
南
亡
国
史
』
は
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
単
独
の

著
述
で
は
な
く
、
チ
ャ
ウ
と
梁
啓
超
と
の
合
作
で
あ
る
3 1

。

無
論
、
チ
ャ
ウ
は
そ
れ
以
前
か
ら
、『
越
南
亡
国
史
』
の
よ
う
な
書
物
を
執
筆
す
る

構
想
を
、
独
自
に
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
具
体
的
な
書
物
と
し
て

成
立
し
た
の
は
、
本
稿
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
や
は
り
横
浜
で
の
梁
と
の
面
談
と
そ

れ
に
続
く
親
密
な
交
流
が
機
縁
と
な
っ
た
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。

「
越
南
亡
国
史
前
録
」（
も
と
も
と
「
記
越
南
亡
人
之
言
」
の
題
名
で
『
新
民
叢
報
』

に
掲
載
さ
れ
た
）
は
言
う
ま
で
も
な
く
、「
越
南
亡
国
史
」
本
文
の
第
四
章
も
、
梁
が

質
問
し
チ
ャ
ウ
が
そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
問
答
形
式
で
記
さ
れ
て
い
る
。
文
章
を
纏
め

た
の
は
、
梁
啓
超
そ
の
人
で
あ
る
。

他
方
、本
文
の
第
一
章
～
第
三
章
は
、チ
ャ
ウ
が
草
稿
を
し
た
た
め
た
部
分
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
チ
ャ
ウ
の
回
想
録
に
よ
れ
ば
、
梁
の
勧
め
に
従
っ

て
チ
ャ
ウ
が
草
稿
を
し
た
た
め
て
梁
に
示
し
、梁
が
そ
れ
を
印
刷
に
付
し
た
と
い
う
（
本

稿
五
頁
参
照
）
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
過
程
で
、
梁
は
チ
ャ
ウ
の
草
稿
を
校
閲
し
、
種
々

の
加
筆
修
正
を
施
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
で
ひ
と
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
梁
啓
超
と
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
が
、
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
親
し
い
交
流
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
？　

筆
者

は
、
か
つ
て
両
者
を
媒
介
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
、
両
者
が
漢
字
文
化
を
共
有
し
て

い
た
事
実
を
指
摘
し
た
3 2

。

事
実
、
チ
ャ
ウ
は
梁
と
の
面
談
に
際
し
て
、
筆
談
、
筆
話
で
意
志
を
通
じ
た
（
本
稿

四
～
五
頁
参
照
）
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
な
の
は
、
彼
ら
が
意
思
伝
達
の
手

段
と
し
て
の
表
意
文
字
（
漢
字
）
を
共
有
し
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
漢
文
典

籍
に
つ
い
て
の
素
養
を
共
有
し
、
さ
ら
に
は
筆
談
に
際
し
て
墨
書
さ
れ
た
筆
跡
の
巧
み

さ
に
関
す
る
審
美
観
を
も
共
有
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
3 3

。

本
稿
に
も
紹
介
し
た
と
お
り
、
チ
ャ
ウ
は
ベ
ト
ナ
ム
で
、
梁
は
中
国
で
、
そ
れ
ぞ
れ

郷
試
（
科
挙
の
第
一
段
階
の
試
験
）
に
合
格
し
て
お
り
、
漢
字
世
界
に
お
け
る
当
代
一

流
の
知
識
人
、
教
養
人
で
あ
っ
た
。
両
国
の
科
挙
制
度
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
四
書

五
経
な
ど
の
漢
文
典
籍
に
関
す
る
素
養
で
あ
る
。
そ
れ
ら
典
籍
は
さ
ま
ざ
ま
な
故
事
や

警
句
、
慣
用
句
を
満
載
し
て
お
り
、
漢
字
世
界
の
文
人
た
ち
は
、
自
ら
の
文
章
を
し
た

た
め
る
際
に
、
そ
れ
ら
を
盛
ん
に
引
用
し
た
。
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一

例
え
ば
、
チ
ャ
ウ
が
初
対
面
の
時
に
梁
に
示
し
た
書
状
に
は
、「
剣
を
抜
い
て
大
地

に
斬
り
つ
け
」
る
（
原
文
で
は
「
抜
剣
斫
地
」
）
と
の
表
現
が
見
え
る
が
（
本
稿
四
頁

参
照
）
、
そ
の
原
典
は
杜
甫
の
短
歌
行
贈
王
郎
司
直
に
求
め
ら
れ
る
3 4

。
こ
れ
を
目
に

し
た
梁
は
、
未
見
の
異
国
の
来
訪
者
の
素
養
浅
か
ら
ぬ
こ
と
を
、
た
だ
ち
に
見
抜
い
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、「
越
南
亡
国
史
前
録
」
を
読
む
と
、
チ
ャ
ウ
が
発
言
し
た
箇
所
で
、「
子

房
報
韓
之
志
」
と
い
う
表
現
3 5

や
「
勝
広
有
如
雲
電
絶
無
」
と
い
う
表
現
3 6

が
何
気
な

く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
秦
末
、
前
漢
の
政
治
家
で
あ
る
子
房
（
本
名
は
張
良
）、

後
者
は
秦
末
の
反
乱
指
導
者
で
あ
る
陳
勝
、
呉
広
の
故
事
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
3 7

。

さ
ら
に
、チ
ャ
ウ
が
草
稿
を
し
た
た
め
た「
越
南
亡
国
史
」本
文
の
第
一
章
を
見
れ
ば
、

漢
文
典
籍
か
ら
の
引
用
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
孟
子
の
言
う
「
国
必
自
伐
、
然
後

人
伐
之
」（
国
は
ま
ず
自
ら
が
滅
ぼ
し
、
し
か
る
後
に
そ
れ
に
乗
じ
て
他
人
が
攻
撃
す

る
）
と
い
う
表
現
3 8

は
、
孟
子
離り

ろ

う婁
章
句
か
ら
の
引
用
で
あ
る
3 9

。
ま
た
、「
迨
天
之
未

陰
雨
、
徹
彼
桑
土
、
綢
繆
牖
戸
」（
小
鳥
は
空
が
曇
っ
て
陰
気
な
雨
が
降
り
出
す
前
に
、

桑
の
根
を
は
い
で
き
て
、
巣
の
入
り
口
を
修
繕
す
る
）
と
い
う
難
解
な
表
現
4 0

は
、
詩

経
豳ひ

ん
ぷ
う風

鴟し
き
ょ
う鴞

か
ら
の
引
用
で
あ
る
4 1

。「
負
且
乗
到
寇
」（
凡
人
が
不
相
応
な
輿
に
乗
れ

ば
、
強
盗
に
襲
わ
れ
る
）
と
い
う
表
現
4 2

は
、
易
経
繁
辞
上
か
ら
の
引
用
で
あ
る
4 3

。「
枯

楊
生
花
何
可
久
也
、老
婦
得
其
士
夫
亦
可
醜
也
」（
枯
れ
た
柳
に
花
が
咲
い
た
と
し
て
も
、

ど
う
し
て
長
続
き
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
老
婦
が
若
い
夫
を
得
た
と
し
て
も
、
た
だ
み
っ

と
も
な
い
だ
け
で
あ
る
）
と
い
う
表
現
4 4

は
、
易
経
大
過
か
ら
の
引
用
で
あ
る
4 5

。

以
上
の
表
現
が
、
チ
ャ
ウ
が
し
た
た
め
た
草
稿
に
す
で
に
あ
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い

は
梁
が
校
閲
す
る
過
程
で
新
た
に
付
け
加
え
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
表
現
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
込
め
ら
れ
た
意
義
や
背
景
は
、
梁
と
チ
ャ
ウ
、
そ

し
て
こ
の
書
を
読
ん
だ
当
時
の
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
の
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
多
か
れ

少
な
か
れ
共
有
さ
れ
て
い
た
（
少
な
く
と
も
共
有
す
る
こ
と
が
予
期
さ
れ
て
い
た
）
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
無
論
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
の
み
な
ら
ず
日
本
（
さ
ら
に
は
朝
鮮
）
の
文
人
も
、

漢
字
、
そ
し
て
漢
文
典
籍
の
素
養
を
共
有
し
て
い
た
。
や
や
余
談
と
な
る
が
、
梁
の
初

対
面
か
ら
ほ
ど
経
ず
し
て
、
チ
ャ
ウ
が
梁
の
先
導
で
横
浜
か
ら
東
京
に
赴
き
、
日
本
の

政
治
家
・
教
育
者
で
あ
る
犬
養
毅
や
大
隈
重
信
、
柏
原
文
太
郎
と
面
談
し
た
際
の
情
景

を
以
下
に
紹
介
す
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
チ
ャ
ウ
晩
年
の
回
想
録
「
自
判
」
は
、

い
さ
さ
か
自
慢
げ
に
記
し
て
い
る
。
―
―
大
隈
、
犬
養
と
の
会
談
に
同
席
し
て
い
た

梁
は
、
紙
を
取
っ
て
「
此
人
大
可
敬
」（
こ
の
人
は
大
い
に
敬
服
す
べ
き
人
物
で
あ
る
）

と
書
い
て
大
隈
に
示
し
た
。
陪
席
し
て
い
た
犬
養
夫
人
が
手
に
持
つ
扇
を
チ
ャ
ウ
に
渡

し
て
、
揮
毫
を
依
頼
し
た
。
チ
ャ
ウ
は
「
四
方
風
動
、
惟
乃
之
休
」（
四
方
の
風
が
動

き
、
私
は
そ
の
中
で
一
人
休
む
）
と
記
し
た
。
た
ま
た
ま
同
席
し
て
い
た
柏
原
文
太
郎

が
、
チ
ャ
ウ
と
大
隈
、
犬
養
、
梁
が
交
わ
し
た
「
筆
談
之
紙
」
を
読
ん
で
、「
予
今
日

見
君
等
、恍
惚
若
読
小
説
中
古
時
豪
傑
伝
」（
私
は
本
日
初
め
て
あ
な
た
方
に
会
っ
た
が
、

小
説
に
出
て
く
る
古
い
時
代
の
豪
傑
の
話
を
読
ん
で
い
る
よ
う
で
、う
っ
と
り
と
し
た
）

云
々
と
記
し
て
チ
ャ
ウ
に
示
し
た
4 6

。

扇
へ
の
揮
毫
は
チ
ャ
ウ
が
そ
の
学
識
を
示
す
機
会
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
墨
書
さ
れ

た
文
字
の
見
事
さ
を
披
露
す
る
機
会
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
扇
に
記
し
た
言

葉
は
、
書
経
大だ

い

う

ぼ

禹
謨
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
ま
た
、
柏
原
が
感
動
し
た
の
は
、
チ
ャ
ウ

と
日
・
中
の
政
客
が
交
わ
し
た
議
論
の
内
容
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
漢
文
で
述
べ
る
表

現
力
、
さ
ら
に
は
書
か
れ
た
文
字
の
達
筆
さ
に
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
梁
啓
超
と
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
交
流
に
つ
い
て
、
今
ひ
と
つ
の
点
を

次
に
述
べ
た
い
。

梁
（
一
八
七
三
年
生
ま
れ
）
と
チ
ャ
ウ
（
一
八
六
七
年
生
ま
れ
）
を
比
較
す
る
と
、

実
は
チ
ャ
ウ
の
ほ
う
が
六
歳
も
年
長
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ャ
ウ
は
梁
を
師

と
仰
い
だ
。
例
え
ば
、梁
が
記
し
た
「
越
南
亡
国
史
前
録
」
の
中
で
、梁
が
自
ら
を
「
余
」
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と
呼
び
、
チ
ャ
ウ
を
「
君
」
と
呼
ぶ
の
に
対
し
て
、
チ
ャ
ウ
は
自
ら
を
「
弟
子
」
と
称

し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
4 7

。

本
稿
第
一
章
（
四
頁
）
に
も
言
及
し
た
と
お
り
、
そ
も
そ
も
チ
ャ
ウ
が
梁
啓
超
の
名

前
を
知
っ
た
の
は
、
ま
だ
国
内
に
留
ま
っ
て
い
た
時
期
に
、
梁
の
刊
行
し
た
冊
子
や
雑

誌
を
読
ん
だ
こ
と
に
よ
る
4 8

。
そ
の
こ
ろ
、
梁
は
す
で
に
中
国
、
さ
ら
に
は
漢
字
世
界

全
体
に
お
い
て
広
く
名
前
を
轟
か
せ
る
当
代
一
流
の
論
客
で
あ
っ
た
。
国
内
に
雌
伏
し

て
自
ら
の
活
動
の
将
来
に
つ
い
て
思
い
悩
ん
で
い
た
無
名
の
チ
ャ
ウ
は
、
そ
の
よ
う
な

梁
の
文
章
を
読
ん
で
心
酔
し
、
ま
た
憧
れ
を
抱
い
た
で
あ
ろ
う
。

日
本
に
到
着
し
た
後
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
は
横
浜
に
滞
在
中
の
梁
に
面
会
を

求
め
た
際
に
、
自
分
が
梁
の
著
書
の
愛
読
者
で
あ
る
と
自
己
紹
介
し
た
（
本
稿
四
頁
参

照
）
。
以
来
、
チ
ャ
ウ
は
梁
に
師
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

チ
ャ
ウ
は
『
越
南
亡
国
史
』
に
続
い
て
、
日
本
で
多
く
の
著
作
を
執
筆
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
に
は
梁
か
ら
の
影
響
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
4 9

。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、社
会
ダ
ー

ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
影
響
で
あ
る
こ
と
を
、
筆
者
は
す
で
に
再
三
指
摘
し
て
き
た
5 0

。

一
方
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
多
く
の
著
述
は
、
日
本
や
中
国
で
印
刷
さ
れ

て
ベ
ト
ナ
ム
国
内
に
搬
入
さ
れ
、
多
く
の
読
者
を
得
た
。
チ
ャ
ウ
の
著
述
の
中
で
、

最
初
に
印
刷
さ
れ
た
の
は
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
き
た
『
越
南
亡
国
史
』で
あ
る
5 1

。
チ
ャ

ウ
晩
年
の
回
想
録
「
自
判
」
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
―
―
［
梁
に
原
稿
を

手
渡
し
て
か
ら
］
し
ば
ら
く
し
て
、
書
［
越
南
亡
国
史
］
が
印
刷
さ
れ
た
。
私
は
梁

公
に
帰
国
の
挨
拶
を
し
た
。
時
に
乙
巳
［
一
九
〇
五
年
］
陰
暦
六
月
下
旬
の
こ
と
で
あ
っ

た
5 2

。
私
は
曽
公
［
タ
ン
・
バ
ッ
ト
・
ホ
ー
］
を
横
浜
に
残
し
た
ま
ま
、［
も
う
一
人

の
同
行
者
］
鄧
子
経
5 3

を
伴
い
、『
越
南
亡
国
史
』
数
十
部
を
携
え
て
ベ
ト
ナ
ム
に
［
一

時
］
帰
国
し
た
5 4

。

チ
ャ
ウ
の
活
動
形
態
が
、
国
内
に
留
ま
っ
て
い
た
時
期
と
渡
日
以
降
の
時
期
で
決
定

的
に
異
な
る
点
の
ひ
と
つ
は
、
印
刷
文
書
の
有
無
に
求
め
ら
れ
る
。
確
か
に
彼
は
、
渡

日
以
前
の
時
期
に
お
い
て
も
、
宣
伝
、
啓
蒙
活
動
に
お
け
る
文
書
の
役
割
を
無
視
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
彼
が
阮
朝
の
王
都
フ
エ
に
滞
在
し
て
い
た
一
九
〇
三

年
も
し
く
は
一
九
〇
四
年
に
、『
琉
球
血
涙
新
書
』
と
題
す
る
文
書
を
執
筆
し
て
フ
エ

の
官
人
た
ち
に
示
し
て
い
る
5 5

。
し
か
し
、そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
手
書
き
の
文
書
で
あ
っ

て
、
流
通
範
囲
も
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
て
い
た
。

チ
ャ
ウ
が
ベ
ト
ナ
ム
を
脱
出
す
る
以
前
の
時
代
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
自
分

た
ち
の
文
書
を
印
刷
に
付
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
な
木
版
印
刷
は
朝
廷

に
よ
っ
て
ほ
ぼ
独
占
さ
れ
て
お
り
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
活
版
技
術
は
限
ら
れ
た
印
刷

業
者
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
て
い
た
。
反
仏
的
な
性
格
を
持
つ
チ
ャ
ウ
の
文
書
を
合
法
的

に
刊
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
地
下
出
版
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
一
部
の
主

要
都
市
に
限
定
さ
れ
て
い
た
印
刷
業
者
は
、
当
局
の
厳
重
な
監
視
下
に
あ
っ
た
5 6

。

海
外
に
脱
出
し
た
後
に
、
い
わ
ば
安
全
地
帯
で
あ
る
日
本
（
そ
し
て
中
国
）
に
お
い

て
、
チ
ャ
ウ
は
自
ら
の
文
書
を
印
刷
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
し
か
も
、
中
国
は
も
ち

ろ
ん
日
本
の
印
刷
業
者
も
、
漢
文
を
扱
う
こ
と
に
習
熟
し
て
お
り
、
技
術
上
の
障
害
も

な
か
っ
た
。

手
書
き
の
文
書
の
場
合
は
、
一
冊
し
か
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
回
し
読
み
し
た
り
、
せ

い
ぜ
い
で
数
冊
の
複
写
を
手
書
き
し
た
り
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
印
刷

さ
れ
た
文
書
の
場
合
、
数
百
、
時
に
は
千
の
単
位
で
、
一
字
一
句
違
わ
ぬ
コ
ピ
ー
を
読

者
に
届
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
お
ま
け
に
、
本
を
手
に
入
れ
た
人
間
は
、
周
囲
の

友
人
に
回
覧
し
た
。
つ
ま
り
、
一
冊
の
コ
ピ
ー
を
め
ぐ
っ
て
読
者
の
輪
が
広
が
っ
て
い

く
。イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
ラ
ジ
オ
や
映
画
、
テ
レ
ビ
も
普
及
し
て
い
な
か
っ
た

時
代
に
あ
っ
て
、
印
刷
さ
れ
た
本
や
雑
誌
、
新
聞
の
執
筆
者
が
ス
タ
ー
と
な
っ
た
。
そ

の
意
味
で
、
梁
啓
超
は
中
国
、
さ
ら
に
広
く
漢
字
世
界
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で

あ
り
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
は
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
。



『
北
の
丸
』
第
51
号　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
越
南
亡
国
史
』
を
め
ぐ
っ
て

一
三

チ
ャ
ウ
の
著
書
を
読
ん
だ
ベ
ト
ナ
ム
の
青
年
た
ち
の
中
に
は
、
そ
の
呼
び
か
け
に
応

じ
て
日
本
に
留
学
す
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
読
者
た
ち
も
、

チ
ャ
ウ
の
運
動
の
熱
心
な
支
援
者
と
な
っ
た
。
チ
ャ
ウ
が
そ
の
著
書
で
用
い
た
「
愛
国
」

「
同
胞
」
な
ど
の
言
葉
は
、
漢
文
を
読
め
る
知
識
人
階
層
の
範
囲
を
越
え
て
、（
口
伝

を
通
じ
て
）
文
字
の
読
め
な
い
庶
民
に
ま
で
広
く
流
布
し
た
。

　
　

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
に
お
い
て
、
日
本
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
『
越
南
亡
国
史
』
を
め
ぐ
っ

て
、
そ
の
刊
行
経
緯
、
体
裁
や
内
容
に
つ
い
て
概
観
し
、
ま
た
同
書
の
持
つ
意
義
に
つ

い
て
若
干
の
見
解
を
述
べ
た
。

フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
は
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
代
表
的
な
愛

国
者
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た
。
従
来
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
の
主
要
都
市
に
は
そ
の

名
前
を
冠
す
る
街
路
が
存
在
し
、
ま
た
最
近
で
は
二
〇
一
七
年
に
生
誕
一
〇
〇
周
年
を

期
し
て
、
生
ま
れ
故
郷
ゲ
ア
ン
省
ナ
ム
ダ
ン
県
の
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
記
念
地
区

が
特
別
国
家
史
跡
に
認
定
さ
れ
た
5 7

。

一
方
、
日
本
に
お
い
て
も
、
二
〇
一
三
年
九
月
、
日
越
外
交
関
係
樹
立
四
〇
周
年

に
際
し
て
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
が
ベ
ト
ナ
ム
国
営
テ
レ
ビ
（
Ｖ
Ｔ
Ｖ
）
と
共
同
制
作
し
た
「T

h
e
 

P
a
r
t
n
e
r
 

愛
し
き
百
年
の
友
へ
」
で
、
日
本
滞
在
時
期
の
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
と

浅
羽
佐
喜
太
郎
医
師
と
の
交
流
を
描
き
、
注
目
さ
れ
た
5 8

。
さ
ら
に
二
〇
一
七
年
二
～

三
月
に
、
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
た
天
皇
・
皇
后
が
、
ハ
ノ
イ
で
の
公
式
行
事
の
後
に
立

ち
寄
っ
た
古
都
フ
エ
で
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
記
念
館
を
訪
問
し
た
5 9

。
天
皇
・

皇
后
は
翌
二
〇
一
八
年
七
月
に
、
静
岡
県
へ
の
私
的
旅
行
の
一
環
と
し
て
袋
井
市
に
立

ち
寄
り
、
常
林
寺
に
あ
る
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
浅
羽
佐
喜
太
郎
報
恩
碑
を
訪
問

す
る
こ
と
を
計
画
し
た
が
、
折
か
ら
西
日
本
を
襲
っ
た
水
害
の
た
め
に
予
定
を
（
い
っ

た
ん
）
中
止
し
た
6 0

。
延
期
と
な
っ
て
い
た
訪
問
計
画
は
、
同
年
一
一
月
に
な
っ
て
最

終
的
に
実
現
し
た
6 1

。
こ
れ
ら
の
出
来
事
が
契
機
と
な
っ
て
、日
本
で
も
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・

チ
ャ
ウ
の
事
跡
が
、
少
し
ず
つ
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、こ
の
た
び
日
越
外
交
関
係
樹
立
四
五
周
年
を
記
念
す
る
共
同
事
業
と
し
て
、

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
で
同
時
に
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
公
開
さ
れ
た
資
料
の
中
に
、
チ
ャ
ウ
が
日

本
で
最
初
に
執
筆
し
た
書
物
と
し
て
『
越
南
亡
国
史
』が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
に
お
い
て
も
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
も
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
、
そ
し
て
彼
の

指
導
し
た
東
遊
運
動
は
、
日
越
交
流
史
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
重
要
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
は
日
越
交
流
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
人
物
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
知
識
人
と

し
て
、
梁
啓
超
を
初
め
と
す
る
中
国
の
知
識
人
活
動
家
た
ち
と
も
、
浅
か
ら
ぬ
交
流
を

持
っ
た
の
で
あ
る
6 2

。
意
思
伝
達
手
段
と
し
て
の
漢
字
と
い
う
表
意
文
字
を
共
有
し
た

の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
は
漢
文
で
記
述
さ
れ
た
古
典
書
籍
に
関
す
る
素
養
や
、
墨
書
さ

れ
た
際
の
筆
跡
に
示
さ
れ
る
審
美
観
を
も
共
有
す
る
知
識
人
が
、
国
境
を
超
え
て
東
ア

ジ
ア
に
は
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
時
代
に
お
い
て
、
東
京
や
横
浜
は
、
漢
字
文
化
を
共

有
す
る
知
識
人
た
ち
が
交
流
し
、
お
互
い
に
心
を
通
じ
合
う
場
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
図
ら
ず
も
、『
越
南
亡
国
史
』
と
い
う
書
物
を
通
じ
て
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・

チ
ャ
ウ
と
梁
啓
超
が
ど
の
よ
う
に
接
触
し
、
ま
た
親
交
を
深
め
た
の
か
を
検
討
す
る
機

会
と
な
っ
た
。



『
北
の
丸
』
第
51
号　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
越
南
亡
国
史
』
を
め
ぐ
っ
て

一
四

＊
本
稿
で
は
、
引
用
に
際
し
て
原
文
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
た
部
分
（
た
だ
し
旧
漢
字
は
原
則

と
し
て
当
用
漢
字
に
改
め
た
）
に
つ
い
て
は
鍵
括
弧
で
囲
み
（
「
○
○
○
○
」
）
、
適
宜
要
約
し
た

り
一
部
を
省
略
し
た
り
し
て
紹
介
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
縦
線
を
付
し
た
（
―
―
○

○
○
○
）
。
ま
た
、
両
者
に
お
い
て
、
筆
者
（
白
石
）
が
注
意
書
き
や
補
足
を
加
え
た
部
分
に
つ

い
て
は
、
角
括
弧
で
囲
っ
た
（
［
○
○
○
○
］
）
。

1　

一
九
七
三
年
九
月
二
一
日
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
（
当
時
の
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
、
今
日

の
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
）
の
政
府
代
表
が
、
パ
リ
に
お
い
て
外
交
関
係
樹
立
に
関

す
る
交
換
公
文
に
署
名
し
た
。

2　

在
ベ
ト
ナ
ム
日
本
大
使
館
「
日
越
外
交
関
係
樹
立
四
五
周
年
（
二
〇
一
八
年
）
関
連
事

業
（
案
）
」
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
三
日
付
、h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
v
n
.
e
m
b
-
j
a
p
a
n
.
g
o
.
j
p
/

fi
l
e
s
/
0
0
0
4
1
8
4
9
8
.
p
d
f

参
照
。

3　

日
本
国
立
公
文
書
館:

 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
r
c
h
i
v
e
s
.
g
o
.
j
p
/
e
v
e
n
t
/
j
p
_
v
n
4
5
/
.

　

監
修
者

は
白
石
昌
也
。
資
料
解
説
は
日
本
語
と
ベ
ト
ナ
ム
語
、
そ
し
て
英
語
の
三
か
国
語
で
記
さ

れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
注
２
に
前
述
し
た
表
に
は
、N

o
.
1
3
7

行
事
名:

 

日
越
外
交
関

係
樹
立
四
五
周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム:
 

き
ざ
ま
れ
た
交
流
の
軌

跡
を
た
ど
る
」
., 

実
施
団
体:

 

国
立
公
文
書
館
・
ベ
ト
ナ
ム
国
家
記
録
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

局
、
実
施
日:

 

九
月
二
〇
日
公
開
., 

開
催
地
、
活
動
場
所:

 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
r
c
h
i
v
e
s
.

g
o
.
j
p
/
e
v
e
n
t
/
j
p
_
v
n
4
5
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

と
記
さ
れ
て
い
る
。

4　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
越
南
亡
国
史
』
（
請
求
番
号:

 

ヨ
二
二
三
―
〇
〇
一
四
）
。

5　

原
文
で
旧
漢
字
（
繁
体
字
）
を
用
い
て
い
る
場
合
で
も
、
引
用
に
際
し
て
は
基
本
的
に
、

当
用
漢
字
に
改
め
た
。
例
え
ば
、
原
文
の
表
紙
で
は
『
越
南
亡
國
史
』
と
記
し
て
い
る
が
、

引
用
に
際
し
て
は
『
越
南
亡
国
史
』
と
表
記
す
る
。

6　

以
上
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
前
半
生
、
そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
日
本
へ
の
渡
航
の

経
緯
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
著
を
参
照
さ
れ
た
い
。
白
石
昌
也
『
ベ
ト
ナ
ム
民
族
運
動

と
日
本
・
ア
ジ
ア
―
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
革
命
思
想
と
対
外
認
識
』
巖
南
堂
書
店
、

一
九
九
三
年
、
第1

部
., 

な
ら
び
に
白
石
昌
也
『
日
本
を
め
ざ
し
た
ベ
ト
ナ
ム
の
英
雄
と

皇
子
―
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
と
ク
オ
ン
・
デ
』
彩
流
社
、
二
〇
一
二
年
、
第
一
章
～

第
二
章
。

7　

狭
間
直
樹
『
梁
啓
超
―
東
ア
ジ
ア
文
明
史
の
転
換
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
., 

陳
立
新
『
梁

啓
超
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
〇
九
年
。
ま
た
、『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
』

九
巻
、
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
、
二
九
八
～
二
九
九
頁
を
も
参
照
。

8　

白
石
昌
也
『
ベ
ト
ナ
ム
民
族
運
動
と
日
本
・
ア
ジ
ア
』
（
前
掲
注
６
）
、
一
三
一
～
一
三
五
頁
。

9　

『
新
民
叢
報
』
横
浜
、
各
号
。

10　

フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
は
そ
の
生
前
に
二
つ
の
回
想
録
を
記
し
て
い
る
。
第
一
は
、
広

州
で
囚
わ
れ
て
獄
中
に
あ
っ
た
一
九
一
四
年
に
記
し
た
回
想
録
「
獄
中
記
」
（
注
11
参
照
）

で
あ
る
。
第
二
は
、
フ
エ
で
幽
閉
生
活
を
送
っ
て
い
た
晩
年
の
一
九
三
〇
年
代
末
に
記
し

た
「
自
判
」
、
別
名
「
潘
佩
珠
年
表
」
で
あ
る
（
注
13
参
照
）
。

11　

潘
佩
珠
（
南
十
字
星
訳
）
「
獄
中
記
」
長
岡
新
次
郎
・
川
本
邦
衛
編
『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
亡
国
史

他
』
平
凡
社
、
一
九
六
六
年
、
一
二
四
頁
。

12　

前
述
の
と
お
り
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
は
二
人
の
同
志
と
と
も
に
来
日
し
た
。
こ
こ

に
言
う
「
曾
公
」
と
は
、
そ
の
う
ち
の
一
人
タ
ン
・
バ
ッ
ト
・
ホ
ー
（T

ă
n
g
 
B ạt

 
H ổ

、
曾

拔
虎
、
一
八
五
八
～
一
九
〇
六
年
）
を
指
す
。

13　

千
島
英
一
・
櫻
井
良
樹
編
『
潘
佩
珠
伝
』
芙
蓉
書
房
出
版
、
一
九
九
九
年
は
、
前
半
に
内

海
三
八
郎
が
記
し
た
「
潘
佩
珠
伝
記
」
（
日
本
語
）
、
後
半
に
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
晩

年
の
回
想
録
「
自
判
」（
漢
文
）
を
所
収
す
る
。
本
文
に
概
要
を
記
し
た
箇
所
は
、
そ
の
「
自

判
」
二
五
四
～
二
五
五
頁
に
よ
る
。

14　

梁
啓
超
「
飲
冰
室
自
由
書　

〇
記
越
南
亡
人
之
言
」
『
新
民
叢
報
』
第
参
年
第
拾
玖
号
（
原

第
六
七
号
）
光
緒
三
一
年
陰
暦
三
月
一
五
日
、
明
治
三
八
年
（
陽
暦
）
四
月
一
九
日
付
。

刊
行
年
は
一
九
〇
五
年
で
あ
る
。
同
雑
誌
の
原
本
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。
ま
た
、

最
新
の
影
印
版
と
し
て
は
、
中
国
近
代
期
刊
彙
刊
・
第
二
輯
『
新
民
叢
報
』
十
、
中
華
書

局
出
版
、
北
京
、
二
〇
〇
八
年
、
九
二
〇
七
～
九
二
一
六
頁
に
所
収
。

15　

『
新
民
叢
報
』
に
掲
載
し
た
元
の
記
事
が
そ
の
ま
ま
、
「
亡
国
史
前
録
」
と
し
て
再
録
さ
れ

て
い
る
。

16　

原
文
伏
字
の
ま
ま
。
客
人
に
迷
惑
が
及
ぶ
の
を
恐
れ
て
、
名
刺
に
あ
る
本
名
を
明
記
す
る

の
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

17　

こ
こ
に
言
う
「
従
者
」
と
は
、
注
12
に
言
及
し
た
タ
ン
・
バ
ッ
ト
・
ホ
ー
（
曾
拔
虎
）
を
指
す
。

18　

以
上
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
越
南
亡
国
史
』
（
前
掲
注
４
）
所
収
の
「
越
南
亡
国
史
前

録
」
一
頁
に
依
拠
す
る
。
な
お
、「
越
南
亡
国
史
前
録
」
の
邦
訳
は
、
潘
佩
珠
（
今
西
凱
夫
訳
）

「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
亡
国
史
」
長
岡
新
次
郎
・
川
本
邦
衛
編
『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
亡
国
史
他
』
平
凡
社
、

一
九
六
六
年
、
三
頁
以
下
に
、「
は
じ
め
に
」
の
見
出
し
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
の

引
用
に
際
し
て
は
、
そ
の
邦
訳
を
参
照
し
つ
つ
も
、
筆
者
（
白
石
）
自
身
で
改
め
て
訳
出

を
試
み
た
。

19　

潘
佩
珠
「
獄
中
記
」
（
前
掲
注
11
）
、
一
二
四
頁
。
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20　

千
島
英
一
・
櫻
井
良
樹
編
『
潘
佩
珠
伝
』
（
前
掲
注
13
）
、
二
五
六
頁
。

21　

筆
者
は
旧
著
『
ベ
ト
ナ
ム
民
族
運
動
と
日
本
・
ア
ジ
ア
』
（
前
掲
注
６
）
、
三
二
八
頁
で
、
フ
ァ

ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
が
「
『
越
南
亡
国
史
』
を
皮
切
り
に
、
極
め
て
多
く
の
文
章
を
日
本
で

執
筆
し
、
印
刷
に
付
し
て
い
る
」
と
記
し
た
が
、
少
な
く
と
も
『
越
南
亡
国
史
』
に
つ
い
て
は
、

日
本
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
の
、
印
刷
さ
れ
た
の
は
上
海
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
訂
正
し
た
い
。

22　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
同
書
に
は
、
複
数
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
①
中
表
紙:

「
越

南
亡
国
史
」（
朱
色
の
筆
記
体
）
と
い
う
題
字
の
上
部
に
重
ね
る
形
で
「
東
京
都
立
図
書
館

蔵
書
」
の
大
判
の
朱
印
、
さ
ら
に
題
字
の
「
史
」
の
右
横
に
「
中
山
氏
蔵
書
之
印
」
の
小

ぶ
り
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
②
そ
れ
を
め
く
っ
た
次
の
頁
（
つ
ま
り
中
表
紙
の
裏
頁
）:

「
広
智
書
局
第
一
次
印
行
本
」
（
朱
色
の
活
字
体
）
の
右
横
に
「
内
閣
文
庫
」
の
朱
印
、
さ

ら
に
右
側
上
方
に
蔵
書
整
理
番
号
と
し
て
「
内
閣
文
庫
」
（
一
冊
、
二
〇
三
一
九
号
、
漢
書
）

の
黒
イ
ン
ク
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
広
智
書
局
第
一
次
印
行
本
」
の
上
方
に
は
、

二
種
類
の
受
け
入
れ
印
が
重
ね
て
捺
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
捺
さ
れ
た
ほ
う
（
赤
イ
ン
ク
）

に
は
「
東
京
都
立
中
央
図
書
館
」
の
名
称
が
読
み
取
れ
る
が
、
年
月
日
な
ど
の
記
載
は
不

鮮
明
で
あ
る
。
そ
の
上
に
重
ね
て
黒
イ
ン
ク
で
押
さ
れ
た
ほ
う
は
鮮
明
で
、「
東
京
都
立
日

比
谷
図
書
館
」
（
昭2

8

．1
0

．5

、1
1
9
2
7
9

）
と
読
め
る
。
③
「
越
南
亡
国
史
」
の
本
文
が

始
ま
る
頁
一:

 

冒
頭
の
題
字
の
下
方
に
「
片
岡
文
庫
」
と
い
う
小
ぶ
り
の
朱
印
が
捺
さ
れ

て
い
る
。
④
頁
七
二
（
「
越
南
小
志
」
の
最
終
頁
）:

 

末
尾
上
欄
に
「
内
閣
文
庫
」
の
朱
印
。

⑤
奥
付
（
す
で
に
本
稿
一
の
末
尾
に
言
及
し
た
と
お
り
）:

 

定
価
の
箇
所
に
「
日
比
谷
図

書
館
」
の
小
ぶ
り
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

23　

同
書
の
中
表
紙
と
本
文
冒
頭
の
一
頁
、
そ
し
て
奥
付
が
、
前
述
の
日
越
外
交
関
係
樹
立

四
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
さ
れ
て
い
る
（
注
３
参
照
）
。

24　

原
文
で
は
右
か
ら
左
に
横
書
き
さ
れ
て
い
る
。

25　

「
越
南
亡
国
史
前
録
」
の
邦
訳
は
、
前
述
の
長
岡
新
次
郎
・
川
本
邦
衛
編
『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
亡

国
史
他
』
（
前
掲
注
18
）
「
ま
え
が
き
」
三
～
二
一
頁
。

26　

ク
オ
ン
・
デ
（C ườ
n
g
 
Đ ể

、
彊
㭽
、
一
八
八
二
～
一
九
五
一
年
）
を
指
す
。
フ
エ
の
皇
族
、

畿
外
侯
（K

ỳ
 
N
g
o ại

 
h ầu

）
は
そ
の
称
号
。
一
九
〇
三
年
頃
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ

た
ち
が
国
内
で
非
合
法
革
命
団
体
を
組
織
し
た
際
に
（
後
に
「
越
南
維
新
会
」
と
命
名
す

る
）
、
そ
の
盟
主
に
推
戴
さ
れ
た
。
ク
オ
ン
・
デ
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
日
本
を
め
ざ
し
た

ベ
ト
ナ
ム
の
英
雄
と
皇
子
』
（
前
掲
注
６
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

27　

ベ
ト
ナ
ム
は
面
積
、
人
口
と
も
に
日
本
に
引
け
を
取
ら
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
日
本
人
に
可

能
だ
っ
た
偉
業
（
明
治
維
新
の
成
功
や
日
露
戦
争
で
の
勝
利
な
ど
）
に
匹
敵
す
る
事
業
を
、

ベ
ト
ナ
ム
人
に
で
き
な
い
わ
け
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
。
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ

ウ
は
同
趣
旨
の
主
張
を
よ
り
明
確
な
形
で
、『
勧
国
民
資
助
遊
学
文
』
（
一
九
〇
五
年
執
筆
）

の
中
で
展
開
し
て
い
る
。
―
―
明
治
維
新
以
前
の
日
本
は
、
国
土
、
人
口
と
も
に
さ
ほ
ど

強
大
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
人
と
い
え
ど
も
ベ
ト
ナ
ム
人
と
「
耳
目
」
や
「
肝
腸
」

に
差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、
云
々
。
（
白
石
昌
也
『
ベ
ト
ナ
ム
民
族
運
動
と
日
本
・
ア

ジ
ア
』
（
前
掲
注
６
）
、
三
七
四
～
三
七
八
頁
を
参
照
）
。
な
お
、
当
時
の
中
国
人
の
間
に
は
、

中
国
は
面
積
、
人
口
と
も
に
日
本
の
十
倍
の
規
模
を
持
つ
の
だ
か
ら
、
日
本
人
に
で
き
た

こ
と
を
中
国
人
が
実
行
で
き
な
い
わ
け
が
な
い
と
い
う
認
識
が
明
白
に
存
在
し
た
（
白
石
、

同
上
書
、
三
八
二
頁
を
参
照
）
。

28　

潘
廷
逢(

フ
ァ
ン
・
デ
ィ
ン
・
フ
ン
、P

h
a
n
 
Đ
ì
n
h
 
P
h
ù
n
g

、
一
八
四
七
～
一
八
九
五
年
）
。

フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
と
同
郷
、
阮
朝
の
元
高
官
。

29　

文
意
か
ら
し
て
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
湖
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
原
文
で
示
さ
れ
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

トB
i
a
n
-
h
o

は
ベ
ト
ナ
ム
語
に
起
源
す
る
と
思
わ
れ
る
が
不
詳
。

30　

さ
ら
に
「
附
言
」
と
し
て
、「
中
国
広
州
砲
州
島
が
［
租
借
地
と
し
て
］
割
譲
さ
れ
て
以
来
、

印
度
支
那
総
督
の
所
轄
に
帰
す
こ
と
と
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

31　

「
越
南
亡
国
史
」
の
成
立
の
経
緯
に
関
す
る
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
自
身
の
回
想
に
つ
い

て
は
、
本
稿
五
頁
に
言
及
し
た
。
な
お
、
平
凡
社
刊
の
『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
亡
国
史
他
』
（
前
掲

注
18
）
の
編
者
は
、「
凡
例
」
（
邦
訳
二
頁
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
『
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
亡
国
史
』
は
、
本
文
中
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
梁
啓
超
が
潘
佩
珠
の
草
稿
と
談

話
を
も
と
に
加
筆
整
理
し
た
も
の
で
、
厳
密
に
は
梁
・
潘
の
共
著
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る

が
、
潘
自
身
は
『
獄
中
記
』
そ
の
他
の
中
で
こ
れ
を
自
著
と
し
て
い
る
の
で
、
い
ま
は
一

応
潘
の
著
作
と
し
て
扱
う
こ
と
に
し
た
」
。

32　

白
石
昌
也
「
ベ
ト
ナ
ム
民
族
運
動
家
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
と
ア
ジ
ア
」
石
井
米
雄
編
『
ア

ジ
ア
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
』（
シ
リ
ー
ズ
国
際
交
流
四
）
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、

一
五
三
～
一
六
一
頁
., 

白
石
昌
也
『
日
本
を
め
ざ
し
た
ベ
ト
ナ
ム
の
英
雄
と
皇
子
』
（
前

掲
注
６
）
、
五
五
～
五
六
頁
。

33　

さ
ら
に
後
日
、
梁
の
紹
介
を
通
じ
て
、
犬
養
毅
、
大
隈
重
信
な
ど
日
本
の
政
治
家
、
教
育

者
た
ち
と
会
っ
た
際
に
も
、
筆
談
を
用
い
た
（
本
稿
十
一
頁
に
後
述
）
。

34　

邦
訳
『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
亡
国
史
他
』
平
凡
社
、
一
九
頁
の
訳
者
注
三
を
参
照
。　

35　

原
文
「
越
南
亡
国
史
前
録
」
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
、
三
頁
。

36　

前
掲
注
35
、
四
頁
。

37　

そ
れ
ぞ
れ
邦
訳
『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
亡
国
史
他
』
一
九
頁
の
訳
者
注
六
、
注
七
を
参
照
。
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38　

原
文
「
越
南
亡
国
史
」
本
文
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
、
三
頁
。

39　

邦
訳
『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
亡
国
史
他
』
三
〇
頁
の
訳
者
注
五
を
参
照
。

40　

原
文
「
越
南
亡
国
史
」
本
文
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
、
四
頁
。

41　

邦
訳
『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
亡
国
史
他
』
三
〇
頁
の
訳
者
注
六
を
参
照
。

42　

原
文
「
越
南
亡
国
史
」
本
文
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
、
四
頁
。

43　

邦
訳
『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
亡
国
史
他
』
三
〇
頁
の
訳
者
注
七
を
参
照
。

44　

原
文
「
越
南
亡
国
史
」
本
文
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
、
六
頁
。

45　

邦
訳
『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
亡
国
史
他
』
三
〇
頁
の
訳
者
注
八
を
参
照
。

46　

千
島
英
一
・
櫻
井
良
樹
編
『
潘
佩
珠
伝
』
（
前
掲
注
13
）
、
二
五
六
頁
。

47　

原
文
「
越
南
亡
国
史
前
録
」
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
二
、
三
頁
。

48　

そ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
白
石
昌
也
『
ベ
ト
ナ
ム
民
族
運
動
と
日
本
・
ア
ジ
ア
』

（
前
掲
注
６
）
、
一
三
一
～
一
三
七
頁
。

49　

例
え
ば
、
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
が
一
九
〇
七
年
に
執
筆
し
た
『
海
外
血
書
続
編
』
と
『
新

越
南
』
に
、
梁
啓
超
の
『
中
国
積
弱
遡
源
論
』
（
一
九
〇
〇
年
執
筆
）
の
影
響
が
強
く
見
ら

れ
る
。
白
石
昌
也
『
ベ
ト
ナ
ム
民
族
運
動
と
日
本
・
ア
ジ
ア
』（
前
掲
注
６
）
、
二
五
九
頁
以
下
。

50　

白
石
昌
也
『
ベ
ト
ナ
ム
民
族
運
動
と
日
本
・
ア
ジ
ア
』
第
Ⅲ
部
（
特
に
一
一
章
）
., 

白
石

昌
也
「
二
〇
世
紀
前
半
期
ベ
ト
ナ
ム
の
民
族
運
動
」
池
端
雪
浦
編
『
岩
波
講
座
東
南
ア
ジ

ア
史
』
七
巻
（
植
民
地
抵
抗
運
動
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
展
開
）
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二

年
、
一
八
九
～
二
一
二
頁
., 

白
石
昌
也
「
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
―
ベ
ト
ナ
ム
の
社
会

ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ス
ト
」
趙
景
達
・
原
田
敬
一
・
村
田
雄
二
郎
・
安
田
常
雄
編
『
東
ア
ジ
ア
の

知
識
人
』
第
二
巻
（
近
代
国
家
の
形
成
－
日
清
戦
争
～
日
韓
併
合
・
辛
亥
革
命
）
有
志
舎
、

二
〇
一
三
年
、
八
二
～
九
九
頁
。

51　

フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
自
身
、
最
初
の
回
想
録
「
獄
中
記
」
の
中
で
、
同
書
が
「
私
の

海
外
に
お
け
る
初
め
て
の
著
述
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

52　

フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
回
想
録
、
特
に
晩
年
の
回
想
録
に
記
さ
れ
て
い
る
年
月
に
は
、

記
憶
間
違
い
が
多
い
。
こ
こ
で
も
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
越
南
亡
国
史
』
の
奥
付
に
記

さ
れ
た
刊
行
年
月
（
本
稿
五
頁
参
照
）
と
整
合
的
で
な
い
。

53　

鄧
子
経
（
ダ
ン
・
ト
ゥ
ー
・
キ
ン
、Đ ặn

g
 
T ử

 
K
í
n
h

、
一
八
七
五
～
一
九
二
八
年
）
。
フ
ァ
ン
・

ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
が
初
め
て
渡
日
し
た
時
に
同
行
し
た
二
人
の
同
志
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
。

54　

千
島
英
一
・
櫻
井
良
樹
編
『
潘
佩
珠
伝
』
（
前
掲
注
13
）
、
二
五
六
頁
。

55　

白
石
昌
也
『
ベ
ト
ナ
ム
民
族
運
動
と
日
本
・
ア
ジ
ア
』
（
前
掲
注
６
）
、
一
三
七
頁
以
下
。

56　

こ
の
前
後
の
文
章
は
、
筆
者
の
旧
著
『
ベ
ト
ナ
ム
民
族
運
動
と
日
本
・
ア
ジ
ア
』（
前
掲
注
６
）
、

三
二
七
頁
以
下
、な
ら
び
に
『
日
本
を
め
ざ
し
た
ベ
ト
ナ
ム
の
英
雄
と
皇
子
』（
前
掲
注
６
）
、

二
九
、
七
八
～
八
〇
頁
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
。

57　

以
下
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
参
照
。H

o
à
n
g
 
L
a
m
,
 “

K
h
u
 
d
i
 
t
í
c
h
 
l ư

u
 
n
i ệm

 

P
h
a
n
 
B ộ

i
 
C
h
â
u
 
đ
ó
n
 
B ằn

g
 
x ếp

 
h ạn

g
 
D
i
 
t
í
c
h
 
Q
u ố

c
 
g
i
a
 
đ ặc

 
b
i ệt

”
,
 

D
â
n
 
t
r
í
,
 
2
0
1
7
.
1
2
.
1
6
,
h
t
t
p
s
:
/
/
d
a
n
t
r
i
.
c
o
m
.
v
n
/
v
a
n
-
h
o
a
/
k
h
u
-
d
i
-
t
i
c
h
-

l
u
u
-
n
i
e
m
-
p
h
a
n
-
b
o
i
-
c
h
a
u
-
d
o
n
-
b
a
n
g
-
x
e
p
-
h
a
n
g
-
d
i
-
t
i
c
h
-
q
u
o
c
-
g
i
a
-
d
a
c
-

b
i
e
t
-
2
0
1
7
1
2
1
6
1
6
1
1
5
7
3
9
4
.
h
t
m
;
 
T
h
à
n
h
 
C ườ

n
g
 
&
 
T
h
a
n
h
 
S ơ

n
,
 “

K
h
á
m
 
p
h
á
 

k
h
u
 
d
i
 
t
í
c
h
 
q
u ố

c
 
g
i
a
 
đ ặc

 
b
i ệt

 
v ề 

c
h
í
 
s
ĩ
 
P
h
a
n
 
B ộ

i
 
C
h
â
u
 ở

 
N
g
h ệ 

A
n
”
,
 

B
á
o
 
N
g
h ệ 

A
n
,
 
2
0
1
7
.
1
2
.
1
1
,
h
t
t
p
s
:
/
/
b
a
o
n
g
h
e
a
n
.
v
n
/
k
h
a
m
-
p
h
a
-
k
h
u
-
d
i
-
t
i
c
h
-

q
u
o
c
-
g
i
a
-
d
a
c
-
b
i
e
t
-
v
e
-
c
h
i
-
s
i
-
p
h
a
n
-
b
o
i
-
c
h
a
u
-
o
-
n
g
h
e
-
a
n
-
1
6
4
8
6
3
.
h
t
m
l
;
 

K
.
H
o
a
n
,
 “

K ỷ 
n
i ệm

 
1
5
0
 
n
ă
m
 
n
g
à
y
 
s
i
n
h
 
P
h
a
n
 
B ộ

i
 
C
h
â
u
”

,
 
T
h
a
n
h
 
N
i
ê
n
,
 

2
0
1
7
.
1
2
.
1
7
,
h
t
t
p
s
:
/
/
t
h
a
n
h
n
i
e
n
.
v
n
/
v
a
n
-
h
o
a
/
k
y
-
n
i
e
m
-
1
5
0
-
n
a
m
-
n
g
a
y
-
s
i
n
h
-

p
h
a
n
-
b
o
i
-
c
h
a
u
-
9
1
0
4
1
4
.
h
t
m
l
;
 
C ụ

c
 
D
i
 
s ản

 
v
ă
n
 
h
ó
a

（
文
化
遺
産
局
）,

 “
D
i
 
t
í
c
h
 

l ịc
h
 
s ử

 
K
h
u
 
l ư

u
 
n
i ệm

 
P
h
a
n
 
B ộ

i
 
C
h
â
u
 
t ại

 
N
a
m
 
Đ
à
n
”
,
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
d
s
v
h
.

g
o
v
.
v
n
/
p
a
g
e
s
/
n
e
w
s
/
p
r
e
v
i
e
w
.
a
s
p
x
?
n
=
1
5
1
4
&
c
=
2
5
(

以
上
二
〇
一
八
年
一
〇
月
四
日

参
照)

。
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T
B
S

「T
h
e
 
P
a
r
t
n
e
r
 

愛
し
き
百
年
の
友
へ:

 

み
ど
こ
ろ
」
、h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
b
s
.
c
o
.
j
p
/

p
a
r
t
n
e
r
_
t
b
s
/
h
i
g
h
l
i
g
h
t
/
;
 
T
B
S
,
 “

N
g ườ

i
 
c ộ

n
g
 
s ự

 
P
a
r
t
n
e
r
:
 
s ự

 
k
i ện

 
n ổ

i
 

b ật
”
,
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
b
s
.
c
o
.
j
p
/
p
a
r
t
n
e
r
_
v
t
v
/
h
i
g
h
l
i
g
h
t
/

（

以

上

二

〇

一

七

年
一
〇
月
一
〇
日
参
照
）
。
ち
な
み
に
、
同
作
品
は
ベ
ト
ナ
ム
で
も
同
時
放
映
さ
れ

た
。
そ
の
直
後
の
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
四
～
一
六
日
、
ハ
ロ
ン
市
で
開
催
さ
れ
た
第

一
八
回
ベ
ト
ナ
ム
・
フ
ィ
ル
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
ド
ラ
マ
部
門
八
賞
の
う
ち
五

賞
を
受
け
た
（
大
賞
や
日
本
側
の
出
演
者
武
井
咲
に
対
す
る
主
演
女
優
賞
を
含
む
）
。

T
B
S
,
 “

〈T
h
e
 
P
a
r
t
n
e
r

〉 S
w
e
e
p
s
 
V
i
e
t
n
a
m
'
s
 
P
r
e
m
i
e
r
 
F
i
l
m
 
F
e
s
t
i
v
a
l
-
S
p
e
c
i
a
l
 

D
r
a
m
a
 
C
o
m
m
e
m
o
r
a
t
i
n
g
 
4
0
t
h
 
Y
e
a
r
 
o
f
 
J
a
p
a
n
-
V
i
e
t
n
a
m
 
D
i
p
l
o
m
a
t
i
c
 
R
e
l
a
t
i
o
n
s
 

W
i
n
s
 
F
i
v
e
 
A
w
a
r
d
”

,
 
2
0
1
3
.
1
0
.
1
8
,
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
b
s
c
o
n
t
e
n
t
s
.
c
o
m
/
e
n
/

n
e
w
s
/
%
2
2
T
h
e
%
2
0
P
a
r
t
n
e
r
%
2
2
%
2
0
S
w
e
e
p
s
%
2
0
V
i
e
t
n
a
m
%
2
7
s
%
2
0
P
r
e
m
i
e
r
%
2
0
F
i
l
m
%
2
0

F
e
s
t
i
v
a
l
-
S
p
e
c
i
a
l
%
2
0
D
r
a
m
a
%
2
0
C
o
m
m
e
m
o
r
a
t
i
n
g
%
2
0
4
0
t
h
%
2
0
Y
e
a
r
%
2
0
o
f
%
2
0
J
a
p
a
n
-

V
i
e
t
n
a
m
%
2
0
D
i
p
l
o
m
a
t
i
c
%
2
0
R
e
l
a
t
i
o
n
s
%
2
0
W
i
n
s
%
2
0
F
i
v
e
%
2
0
A
w
a
r
d
;
 
V
O
V
5
,
 “

B ế 
m ạc

 

l
i
ê
n
 
h
o
a
n
 
p
h
i
m
 
V
i ệt

 
N
a
m
 
l ần

 
t
h ứ

 
1
8
”

,
 
2
0
1
3
.
1
0
.
1
7
,
 
h
t
t
p
:
/
/
v
o
v
w
o
r
l
d
.

v
n
/
v
i
-
V
N
/
t
a
p
-
c
h
i
-
v
a
n
-
n
g
h
e
/
b
e
-
m
a
c
-
l
i
e
n
-
h
o
a
n
-
p
h
i
m
-
v
i
e
t
-
n
a
m
-
l
a
n
-

t
h
u
-
1
8
-
1
8
8
3
6
9
.
v
o
v

（
以
上
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
〇
日
参
照
）
。
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井
上
亮
・
今
井
孝
芳
「
両
陛
下
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
へ　

秘
め
た
歴
史
照
ら
す
旅
」
『
日
本
経

済
新
聞
』
二
〇
一
七
年
二
月
二
二
日
朝
刊
., 

鈴
木
暁
子
・
島
康
彦
「
一
一
〇
年
前
ベ
ト

ナ
ム
の
青
年
二
〇
〇
人
が
日
本
に
渡
っ
た
『
東
遊
運
動
』
の
証
し
今
も
」
『
朝
日
新
聞
』

二
〇
一
七
年
二
月
二
七
日
夕
刊
., 

島
康
彦
「
埋
も
れ
た
歴
史
光
当
て
る
旅
」『
朝
日
新
聞
』
、

二
〇
一
七
年
三
月
四
日
朝
刊
., 

鈴
木
暁
子
・
島
康
彦
「
陛
下
『
歴
史
を
知
る
の
は
大
事
』

古
都
フ
エ
独
立
指
導
者
の
記
念
館
へ
」
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
七
年
三
月
五
日
朝
刊
。
ま

た
、
以
下
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
も
参
照
。
島
康
彦
・
鈴
木
暁
子
「
両
陛
下
、
ベ
ト

ナ
ム
独
立
指
導
者
の
記
念
館
訪
問
、
日
越
交
流
の
礎
」
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
七
年
三
月
四

日
、h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
s
a
h
i
.
c
o
m
/
a
r
t
i
c
l
e
s
/
A
S
K
2
Q
6
W
F
5
K
2
Q
U
T
I
L
0
7
J
.
h
t
m
l
;
 

山
田
奈
緒

「
『
日
越
の
絆
』
記
念
館
訪
問
、
チ
ャ
ウ
の
資
料
熱
心
に
見
学
」
『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
七
年

三

月

四

日
、h

t
t
p
:
/
/
m
a
i
n
i
c
h
i
.
j
p
/
a
r
t
i
c
l
e
s
/
2
0
1
7
0
3
0
5
/
k
0
0
/
0
0
m
/
0
4
0
/
0
5
2
0
0
0
c
;
 

H
o
à
n
g
 
T
á
o
 
&
 
V
õ
 
T
h ạn

h
,
 “

N
h
à
 
v
u
a
 
v
à
 
H
o
à
n
g
 
h ậu

 
N
h ật

 
B ản

 
t
h
ă
m
 
n
h
à
 
l ư

u
 

n
i ệm

 
P
h
a
n
 
B ộ

i
 
C
h
â
u
”

,
 
V
N
 
E
x
p
r
e
s
s
,
2
0
1
7
.
3
.
4
,
 
h
t
t
p
s
:
/
/
v
n
e
x
p
r
e
s
s
.
n
e
t
/

p
h
o
t
o
/
t
h
e
-
g
i
o
i
/
n
h
a
-
v
u
a
-
v
a
-
h
o
a
n
g
-
h
a
u
-
n
h
a
t
-
b
a
n
-
t
h
a
m
-
n
h
a
-
l
u
u
-
n
i
e
m
-
p
h
a
n
-

b
o
i
-
c
h
a
u
-
3
5
5
0
3
8
5
.
h
t
m
l

（
以
上
、
二
〇
一
七
年
四
月
五
日
参
照
）
。
な
お
、
フ
ァ
ン
・

ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
は
、
前
述
の
と
お
り
、
ゲ
ア
ン
省
の
出
身
だ
が
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か

ら
一
九
四
〇
年
に
没
す
る
ま
で
フ
エ
で
の
幽
閉
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
の
フ
エ
の
旧
居

に
は
、
彼
の
墓
な
ど
と
と
も
に
記
念
館
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
白
石
昌
也
「
フ
ァ

ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
の
史
跡
―
ベ
ト
ナ
ム
調
査
旅
行
か
ら
」
『
南
方
文
化
』
（
天
理
東
南
ア

ジ
ア
研
究
会
）
二
〇
輯
、
一
九
九
三
年
、
一
〇
五
～
一
二
三
頁
。
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「
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
七
月
に
静
岡
県
を
私
的
旅
行
へ
」
テ
レ
ビ
朝
日
、
二
〇
一
八
年
六
月

二
九
日
、h

t
t
p
s
:
/
/
n
e
w
s
.
t
v
-
a
s
a
h
i
.
c
o
.
j
p
/
n
e
w
s
_
s
o
c
i
e
t
y
/
a
r
t
i
c
l
e
s
/
0
0
0
1
3
0
6
8
2
.

h
t
m
l
;

「
両
陛
下
、
私
的
旅
行
な
ど
中
止
－
豪
雨
被
害
拡
大
を
案
じ
」
『
読
売
新

聞

』

二

〇

一

八

年

七

月

七

日
、h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
y
o
m
i
u
r
i
.
c
o
.
j
p
/
f
e
a
t
u
r
e
/

T
O
0
0
0
3
0
4
/
2
0
1
8
0
7
0
7
-
O
Y
T
1
T
5
0
0
5
0
.
h
t
m
l
;
 

「
両
陛
下
、
静
岡
訪
問
を
お
取
り
や
め
―
大

雨
被
害
に
配
慮
」
『
産
経
新
聞
』
二
〇
一
八
年
七
月
七
日
、h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
s
a
n
k
e
i
.
c
o
m
/

l
i
f
e
/
n
e
w
s
/
1
8
0
7
0
7
/
l
i
f
1
8
0
7
0
7
0
0
1
7
-
n
1
.
h
t
m
l

（
以
上
二
〇
一
八
年
一
〇
月
七
日
参

照
）
。
な
お
、
浅
羽
佐
喜
太
郎
（
一
八
六
七
～
一
九
一
〇
年
）
は
東
遊
運
動
を
財
政
的
に
支

援
し
た
医
師
だ
が
、
病
気
の
た
め
夭
折
し
た
。
東
遊
運
動
終
焉
後
、
中
国
に
滞
在
し
て
い

た
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
は
、
一
九
一
八
年
に
日
本
を
一
次
訪
問
し
た
際
に
、
そ
の
こ

と
を
知
る
と
浅
羽
医
師
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
静
岡
県
浅
羽
村
（
現
在
は
袋
井
市
の
一
部
）

を
訪
問
し
、
彼
を
顕
彰
す
る
石
碑
を
常
林
寺
境
内
に
建
立
し
た
。
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「
両
陛
下
、
静
岡
県
訪
問
へ　

一
一
月
二
七
日
か
ら
私
的
旅
行
」
『
日
本
経
済
新

聞

』

二

〇

一

八

年

一

一

月

一

三

日
、h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
n
i
k
k
e
i
.
c
o
m
/
a
r
t
i
c
l
e
/

D
G
X
M
Z
O
3
7
6
9
4
5
6
0
T
1
1
C
1
8
A
1
C
R
8
0
0
0
/

（
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
九
日
参
照
）
。
夏
目
貴
史
・

土
屋
祐
二
「
天
皇
、
皇
后
両
陛
下　

袋
井
の
常
林
寺
な
ど
訪
問
」
『
中
日
新
聞
』
二
〇
一
八

年
一
一
月
二
八
日
、h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
h
u
n
i
c
h
i
.
c
o
.
j
p
/
a
r
t
i
c
l
e
/
s
h
i
z
u
o
k
a
/
2
0
1
8
1
1
2
8
/

C
K
2
0
1
8
1
1
2
8
0
2
0
0
0
0
2
6
.
h
t
m
l
;
 

「
両
陛
下
、
日
越
結
ぶ
功
績
に
関
心　

浅
羽
佐
喜
太
郎

の
展
示
視
察
」
『
静
岡
新
聞
』
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
八
日
、h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
t
-
s
.
c
o
m
/

n
e
w
s
/
a
r
t
i
c
l
e
/
t
o
p
i
c
s
/
s
h
i
z
u
o
k
a
/
5
7
1
0
9
1
.
h
t
m
l

（
以
上
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
日

参
照
）
。
な
ら
び
に
、
長
谷
川
智
・
多
田
晃
子
「
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
の
交
流　

両
陛
下
、
思

い
は
せ
て
―
独
立
運
動
支
援
し
た
浅
羽
医
師
の
碑　

訪
問
へ
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
八
年

一
一
月
二
七
日
。

62　

日
本
滞
在
時
代
の
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・
チ
ャ
ウ
は
、
梁
啓
超
以
外
に
、
革
命
派
の
章
炳
麟
、
張
継
、

そ
し
て
雲
南
省
留
学
生
た
ち
と
交
流
を
持
ち
、
ま
た
孫
文
と
も
面
談
し
て
い
る
。
詳
し
く

は
、
白
石
昌
也
『
ベ
ト
ナ
ム
民
族
運
動
と
日
本
・
ア
ジ
ア
』
（
前
掲
注
６
）
第
一
〇
～
一
一

章
な
ど
を
参
照
。

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）


